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は
じ
め
に

一
、
本
像
の
概
要

（
1
）
法
量

（
2
）
形
状

（
3
）
品
質
・
構
造

（
4
）
表
面
仕
上
げ

（
5
）
保
存
状
況
等

二
、
作
風

三
、
伝
来

む
す
び
に
か
え
て

	

―
十
四
世
紀
前
半
の
西
大
寺
末
寺
に
お
け
る
院
派
仏
師
の
造
像
を
め
ぐ
っ
て
―

は
じ
め
に

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
慈
恩
寺
に
所
在
す
る
浄
土
宗
の
巨
刹
・
浄

じ
ょ
う

厳ご
ん
い
ん院

は
、
織
田
信
長
に

よ
っ
て
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
創
設
さ
れ
、
近
世
初
頭
に
あ
っ
て
は
近
江
・
伊
賀
二
国
に
八

〇
〇
余
の
末
寺
を
擁
し
た
と
伝
え
る

（
（
（

。
信
長
は
浄
厳
院
の
創
設
に
際
し
て
、
近
江
一
国
の
守
護
職

を
当
地
に
お
い
て
代
々
継
承
し
た
佐
々
木
六
角
家
の
菩
提
所
・
慈
恩
寺
に
寺
地
を
求
め
、本
堂
（
室

町
時
代
、
重
要
文
化
財
、
挿
図
1
）
に
は
近
隣
の
八
幡
山
東
麓
に
あ
っ
た
興
隆
寺
の
弥
勒
堂
を
移
築

初
の
位
置
に
残
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

（
（
（

。
加
え
て
、
以
前
か
ら
浄
厳
院
の
書
院
に
南
面
す
る

苑
池
、
お
よ
び
、
境
内
地
に
残
る
土
塁
・
石
塔
類
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
浄
厳
院
の

創
設
時
期
を
遡
り
、
慈
恩
寺
の
名
残
を
と
ど
め
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

（
（
（

。
浄
厳
院
が
「
慈
恩

寺
」
の
寺
号
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
小
稿
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
浄
厳
院
と
し
て

創
設
さ
れ
る
際
に
、
そ
れ
ま
で
か
の
地
に
あ
っ
た
慈
恩
寺
の
楼
門
だ
け
で
は
な
く
什
宝
類
に
及
ん

で
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

標
題
の
木
造
釈
迦
如
来
立
像
（
近
江
八
幡
市
指
定
文
化
財

（
（
（

、図
版
五
～
八
、挿
図
2
、3
）
は
、現
在
、

浄
厳
院
の
本
堂
内
に
あ
っ
て
本
尊
（
上
述
）
の
右
脇
（
向
か
っ
て
左
）
奥
の
縦
長
の
巨
大
な
厨
子

内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
像
は
一
見
し
て
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
前
半
）

に
遡
る
と
み
ら
れ
る
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
（
以
下
、
本
像
）
で
あ
る
。
本
像
は
こ
れ
ま
で

近
世
の
彩
色
（
褐
色
地
）
に
覆
わ
れ
て
尊
容
を
損
ね
る
う
え
に
、
両
足
枘
は
切
り
縮
め
ら
れ
て
お

り
、
し
か
も
近
世
の
丈
の
あ
る
台
座
の
上
に
あ
っ
て
像
は
前
傾
し
、
か
つ
、
大
衣
の
襟
際
で
割
り

首
と
す
る
接
合
部
の
矧
ぎ
目
が
緩
ん
で
、
像
の
転
倒
あ
る
い
は
頭
部
の
落
下
が
懸
念
さ
れ
た

（
（
（

。
幸

い
に
も
公
益
財
団
法
人
朝
日
新
聞
文
化
財
団
に
よ
る
平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
（
二
〇
一
五
・
一
六
）

︱
︱
佐
々
木
氏
頼
（
一
三
二
六
〜
七
〇
）
発
願
の
旧
慈
恩
寺
本
尊
︱︱


挿図 1 本堂（外観） 滋賀・浄厳院

し
（
（
（

、
本
尊
に
は
甲こ

う

良ら

二
階
堂
の
宝
蓮
寺
よ
り
丈

六
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
平
安
後
期
、
重
要
文
化
財
）

を
付
属
の
大
天
蓋
（
同
時
代
）
と
も
ど
も
遷
し
、

住
侶
は
金こ

ん

勝ぜ

東
坂
の
阿
弥
陀
寺
か
ら
迎
え
た

（
（
（

。
こ

れ
ま
で
信
長
に
よ
る
浄
厳
院
の
創
設
に
あ
た
っ
て

は
、
慈
恩
寺
を
寺
地
に
選
定
し
本
堂
・
本
尊
・
住

侶
を
他
所
か
ら
迎
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
か
の
地
に

存
在
し
た
慈
恩
寺
は
堂
舎
等
が
取
り
払
わ
れ
、
結

果
、
慈
恩
寺
は
完
全
に
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、「
金
勝
山
」
の
扁
額
を
掲
げ
る

楼
門
（
室
町
時
代
、重
要
文
化
財

（
（
（

、後
掲
挿
図
27
）
は
、

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
行
わ
れ
た
解
体
修
理

に
と
も
な
う
発
掘
調
査
等
の
知
見
に
よ
っ
て
慈
恩

寺
の
そ
れ
が
移
築
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
当
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度
の
文
化
財
保
護
活
動
へ
の
助
成
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
本
像
の
保
存
修
理
が
採
択
さ
れ
た
。
そ

の
修
理
は
全
面
解
体
に
及
ぶ
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
像
本
体
に
施
さ
れ
て
い
た
後
世
の
彩
色
を
除
去

し
た
と
こ
ろ
、
後
補
の
部
材
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

（
（
（

。
そ
し
て
、
修
理
を
経
て
蘇

っ
た
尊
容
は
造
立
当
初
の
そ
れ
に
近
づ
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

本
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
人
目
を
惹
く
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
小
稿
で
は
解
体
時
な
ら
び

に
修
理
完
了
後
の
実
査
時

（
（（
（

の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
作
風
に
及
び
、
そ
れ
が
院
派
仏
師
の
手
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
の
私
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
伝
来
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
を
示
し
て
、
本
像
が
浄

厳
院
の
地
に
か
つ
て
存
在
し
た
佐
々
木
氏
頼
（
一
三
二
六
～
七
〇
）
発
願
・
建
立
の
慈
恩
寺
の
本

尊
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
研
究
資
料
と
し
て
こ
れ
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
像
の
概
要

最
初
に
解
体
修
理
を
経
て
面
目
を
一
新
し
た
本
像
に
つ
い
て
、
像
本
体
を
中
心
に
法
量
、
形
状
、

品
質
、
構
造
、
表
面
仕
上
げ
、
保
存
状
況
等
の
順
に
基
礎
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
く
。

（
1
）
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

像
本
体

像

高

一
五
六
・
七

髪
際
高

一
四
五
・
一	

胸

奥
（
右
）	

二
六
・
六	

足
枘
（
右
）
出

八
・
六

白
毫
高

一
四
二
・
五	

同

（
左
）	

二
六
・
四	

同

幅

六
・
三

頂–

顎

三
四
・
二	

腹

奥	

三
〇
・
五	

同

奥
行

一
六
・
二

面

長

一
九
・
一	

肘

張	

四
五
・
四	

足
枘
（
左
）
出

七
・
七

面

幅

一
七
・
四	

袖

張	

三
七
・
四

	

同

（
左
）
幅

六
・
六

耳

張

二
三
・
三	

裙
裾
張	

三
五
・
三	

同

奥
行

一
六
・
二

面

奥

二
三
・
四	

足
先
開
（
内
）	

七
・
五	

足
先
開
（
外
）

二
五
・
四

光

背
総

高

二
〇
五
・
〇	

二
重
円
相
高	

一
六
六
・
〇	

枘

出

九
・
三

最
大
幅

八
九
・
〇	

頭
光
部
径	

三
九
・
五	

同

幅

一
二
・
三

光
脚
部
幅

四
一
・
五	

身
光
部
幅	

五
二
・
〇	

同

奥
行

一
・
九

台

座
（
新
補
の
黒
漆
塗
二
段
丸
框
を
含
む
）

総

高

四
八
・
一	

敷
茄
子

高	

一
〇
・
二	

二
段
丸
框

高

一
六
・
七

仰
蓮

高

一
九
・
四	

同

幅	

二
七
・
三	

同

幅

七
九
・
〇

同

幅

六
五
・
〇	

同

奥	

二
八
・
九	

同

奥

六
二
・
二

同

奥

四
七
・
五	

心

木

径	

四
・
〇	

各
隅
足

高

一
・
二

蓮
肉

厚

一
六
・
七	

同

長	

一
六
・
〇	

同

幅

二
〇
・
〇

挿図 2 釈迦如来立像 右斜側面
滋賀・浄厳院

挿図 3 釈迦如来立像 頭部左斜側面 滋賀・浄厳院
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（
2
）
形
状

像
本
体

肉
髻
・
地
髪
か
ら
な
る
頭
部
は
、頭
髪
を
縄
目
状
と
し
、正
面
に
お
い
て
肉
髻
で
は
時
計
廻
り
に
、

地
髪
で
は
反
時
計
廻
り
に
渦
巻
き
状
に
旋
転
さ
せ
、
後
頭
部
で
逆
V
状
に
上
下
に
重
ね
る
。
肉
髻

の
地
髪
に
接
す
る
と
こ
ろ
の
正
中
に
お
い
て
肉
髻
珠（
木
製
新
補
）を

（
（（
（

、額
上
の
正
中
に
は
白
毫（
水

晶
製
後
補
）
を
あ
ら
わ
す
。
鼻
孔
を
浅
く
穿
ち
、
耳
朶
は
環
状
で
貫
通
と
し
、
喉
元
の
括
り
線
を

二
条
と
す
る
。

着
衣
は
大
衣
と
裙
を
着
け
る
。
こ
の
う
ち
大
衣
は
上
端
を
袋
状
に
あ
ら
わ
し
、
頸
廻
り
を
覆
い

な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
通
肩
に
着
け
る
。
裙
は
大
衣
の
下
層
に
お
い
て
上
・
下
段
に
着
け
る
（
打
ち

合
わ
せ
部
は
不
明
）。
大
衣
・
裙
と
も
に
衣
文
線
は
、
前
半
に
と
ど
ま
り
背
面
で
は
あ
ら
わ
さ
な
い
。

正
面
を
向
い
て
直
立
し
、
右
手
は
屈
臂
し
て
腋
前
で
五
指
を
開
き
竪
掌
と
し
、
左
手
は
軽
く
屈

臂
し
て
大
腿
外
で
五
指
を
開
い
て
指
先
を
垂
下
さ
せ
る
。

光

背
二
重
円
相
の
周
辺
に
雲
烟
を
透
か
し
彫
り
に
あ
ら
わ
し
た
挙
身
光
と
す
る
。
光
脚
は
三
弁
の
間

に
間
弁
と
蘂
を
あ
ら
わ
す
。
光
脚
の
基
部
は
無
文
帯
と
す
る
。

台

座
踏
み
割
り
蓮
華
（
蓮
弁
四
六
枚
、
十
方
五
段
魚
鱗
葺
）・
敷
茄
子
（
丸
型
）、
新
補
の
二
段
丸
框
（
四

方
隅
足
付
き
）
か
ら
な
る
。

挿図４-（1） 地髪部の小孔

挿図４-（2） 上脣の小孔

挿図 5 中間部左右四材の木寄せ（修理時
の撮影）

挿図 6 内刳りの底面に当てられた横木一
材（修理時の撮影）向かって左側が左右
二材からなる背板

（
3
）
品
質
・
構
造

像
本
体

檜
材
に
よ
る
寄
木
造
。
頭
・
体
の
幹
部
は
大
き
く
前
面
・
中
間
・
後
方
の
三
部
を
も
っ
て
構
成

す
る
。

こ
の
う
ち
前
面
部
は
両
耳
後
ろ
を
通
る
線
で
木
取
り
し
、
両
足
甲
の
半
ば
ま
で
、
両
足
枘
の
大

半
を
含
ん
で
縦
木
一
材
よ
り
彫
出
す
る
。
髪
際
の
や
や
上
の
地
髪
部
、
口
脣
の
合
わ
せ
目
の
僅
か

に
上
（
上
脣
）、
大
衣
の
腹
部
上
の
、
い
ず
れ
も
正
中
を
通
る
線
上
（
合
計
三
箇
所
）
に
像
の
木
割

り
に
関
わ
る
錐
点
と
お
ぼ
し
き
小
孔
が
認
め
ら
れ
る
（
挿
図
4
）。
こ
の
ほ
か
左
顎
下
の
頸
部
に

は
造
立
時
に
節
を
抜
い
て
処
置
し
た
円
形
の
埋
木
が
存
在
す
る
。

中
間
部
は
後
頭
部
と
両
肩
部
（
マ
チ
材
）
を
各
々
別
木
で
彫
出
し

（
（（
（

、
裙
の
裾
部
・
足
首
の
後
半

（
踵
）・
足
枘
の
後
端
を
左
右
四
材
を
も
っ
て
木
取
り
す
る
（
挿
図
5
）。
こ
の
左
右
四
材
は
、
両

外
側
の
二
材
で
裙
の
裾
部
と
足
首
の
後
半
（
踵
）
外
側
を
彫
出
し
、
内
側
の
左
右
二
材
で
裙
の
裾

部
の
底
面
と
足
首
の
後
半
（
踵
）
内
側
、
足
枘
の
後
端
を
彫
出
す
る
。

後
方
部
は
大
衣
襟
際
か
ら
裙
の
裾
部
の
下
端
に
及
ん
で
背
板
風
に
左
右
二
材
を
正
中
で
接
し
て

当
て
る
。

頭
体
を
通
し
て
像
内
に
内
刳
り
を
施
し
、前
面
材
の
大
衣
の
襟
際
の
線
で
頭
体
を
割
り
放
つ（
割

り
首
と
す
る
）。

こ
の
頭
体
の
幹
部
に
両
体
側
部
材
、
肘
以
下
の
両
袖
材
、
両
袖
先
底
面
の
小
矧
ぎ
木
（
裙
裾
と

の
隙
間
を
埋
め
込
む
材
）、
両
裙
裾
外
側
部
材
、
両
手
首
先
、
両
足
先
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
で
矧
ぎ
付
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け
る

（
（（
（

。
な
お
、
像
内
底
部
に
は
内
刳
り
の
幅
・
奥
行
き
い
っ
ぱ
い
に
厚
手
の
横
木
一
材
を
渡
す
（
挿
図

6
）。
こ
の
横
木
は
存
在
し
な
く
と
も
何
ら
構
造
上
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
く
、
上
面
を
平
滑

に
仕
上
げ
て
中
央
に
は
鉄
釘
を
打
ち
立
て
て
い
た
と
お
ぼ
し
き
痕
跡
（
錆
）
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

こ
に
納
入
品
を
鉄
釘
で
打
ち
付
け
て
納
置
し
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。

光

背
檜
材
製
。
二
重
円
相
は
光
脚
基
部
下
の
枘
を
含
ん
で
左
右
縦
板
三
材
矧
ぎ
と
す
る
。
周
縁
（
雲

烟
透
か
し
彫
り
）
は
縦
板
材
を
も
っ
て
中
央
上
部
一
材
・
左
右
上
下
三
材
（
合
計
七
材
）
か
ら
な
る
。

台

座
檜
材
製
。
蓮
肉
部
は
上
下
三
段
か
ら
な
り
、
上
段
は
前
後
三
材
矧
ぎ
と
し
、
中
段
は
側
面
に
縦

木
の
大
小
八
材
を
打
ち
廻
し
、
下
段
は
前
後
に
四
材
（
板
材
）
を
当
て
る
。
蓮
弁
は
四
十
六
枚
、

各
一
材
製
。
敷
茄
子
は
前
後
二
材
製
と
し
、
内
部
を
中
空
に
刳
り
抜
く
と
と
も
に
、
前
半
材
の
正

面
見
付
け
部
に
宝
相
華
唐
草
を
透
か
し
彫
り
で
あ
ら
わ
し
、
中
空
と
す
る
内
部
前
半
に
補
強
を
兼

ね
て
筒
状
の
半
截
一
材
を
組
み
込
む
。
上
下
の
丸
框
（
新
補
）
は
い
ず
れ
も
枠
木
を
六
方
か
ら
矧

ぎ
付
け
、
上
框
の
上
面
に
は
左
右
四
材
（
板
材
）
を
嵌
め
込
む
。
下
框
の
内
部
に
は
補
強
を
兼
ね

て
角
材
を
「
キ
」
状
に
組
み
入
れ
る
。
隅
足
（
四
方
）
は
各
薄
板
一
材
製
と
す
る
。

る
（
図
版
九
）。
造
立
当
初
の
肉
身
・
着
衣
部
の
色
相
は
不
明
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
彩
色
（
単
色
か
）

を
も
っ
て
地
色
を
整
え
、
着
衣
衣
文
の
稜
線
に
沿
っ
て
金
線
（
切
り
箔
）
を
置
き
、
大
衣
に
は
団

形
の
蓮
華
唐
草
文
を
截
金
で
適
宜
配
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

光
背
・
台
座

光
背
は
表
面
を
漆
箔
仕
上
げ
と
し
、
裏
面
を
黒
漆
塗
と
す
る
。
台
座
は
仰
蓮
彩
色
（
緑
青
地
・

華
脈
に
切
り
箔
を
置
く
）、
敷
茄
子
漆
箔
、
二
段
框
黒
漆
塗
と
す
る
。

（
5
）
保
存
状
況
等

像
本
体
の
後
補
部
は
、
肉
髻
（
木
製
新
補
）、
白
毫
（
水
晶
製
）
の
み
。
現
状
、
像
表
面
の
彩
色
・

截
金
の
大
半
を
剝
落
す
る
（
上
述
）。
両
足
枘
の
底
面
は
木
口
の
木
肌
が
新
し
く
、
鋸
目
を
残
す

と
こ
ろ
か
ら
水
平
に
切
り
縮
め
た
よ
う
で
あ
る
（
挿
図
7
）。

光
背
・
台
座
（
仰
蓮
・
敷
茄
子
）
は
近
世
の
制
作
に
な
る
。
た
だ
し
、
像
本
体
を
承
け
る
台
座

挿図 7-（1） 像底

挿図 7-（2） 同 木寄せ（描き起こし）

挿図 8 大衣右袖挿図 9 掌中 縦の刻線

（
4
）
表
面
仕
上
げ

像
本
体

現
状
、
頭
髪
は
黒
色

地
を
呈
し
、
肉
身
部
な

ら
び
に
着
衣
の
大
半
は

素
地
を
呈
す
る
。
た
だ

し
、
面
部
の
両
頬
下
か

ら
顎
・
喉
元
に
か
け
て
、

両
肩
部
、
両
手
指
先
・

手
首
、
足
の
甲
に
錆
漆

（
下
地
）
を
残
す
。
ま

た
、
右
肩
・
肘
・
袖
口

に
は
部
分
的
に
截
金
の

痕
跡
が
確
認
で
き
、
そ

の
箇
所
に
は
現
状
黒
色

を
呈
す
る
下
地
が
窺
え

      



滋
賀
・
浄
厳
院
蔵
木
造
釈
迦
如
来
立
像

211

九
七

の
蓮
肉
部
に
穿
た
れ
た
角
枘
穴
は
、
像
本
体
の
足
枘
よ
り
前
後
を
広
く
と
っ
て
お
り
、
枘
穴
の
前

後
に
は
小
角
材
を
埋
木
し
て
、
足
枘
と
の
隙
間
を
調
整
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
台
座
は
別
物

を
転
用
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

（
（（
（

。
黒
漆
塗
の
二
段
框
（
隅
足
付
き
）
と
心
木
は
今
回
の
修
理
に

際
し
て
の
新
補
で
あ
る
。
光
背
は
本
像
の
後
頭
部
の
位
置
と
身
幅
が
二
重
円
相
部
の
頭
光
・
身
光

部
の
位
置
・
幅
に
お
い
て
違
和
感
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
台
座
の
転
用
に
際
し
て
補
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
像
を
納
め
た
縦
長
の
厨
子
（
近
世
）
を
安
置
す
る
須
弥
壇
は
、
本
像
が
造
立
さ

れ
た
折
に
一
具
と
し
て
制
作
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
中
世
に
遡
る
可

能
性
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
作
風

本
像
に
見
る
、
頭
髪
を
縄
目
状
と
し
、
肉
髻
・
地
髪
の
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
に
お
い
て
渦
を
巻
い

て
あ
ら
わ
す
点
、
大
衣
を
通
肩
に
ま
と
う
際
、
上
縁
が
袋
状
と
な
っ
て
頸
廻
り
に
及
ぶ
点
、
両
袖

口
外
側
の
縁
を
鋸
歯
状
に
折
り
た
た
む
点
（
挿
図
8
）、
開
掌
し
た
両
手
を
や
や
大
き
く
あ
ら
わ

し
て
施
無
畏
・
与
願
印
と
し
、
そ
の
掌
に
お
い
て
左
右
と
も
に
第
三
指
（
中
指
）
の
第
一
関
節
か

ら
手
首
の
括
り
線
近
く
に
ま
で
ま
っ
す
ぐ
に
一
本
の
刻
線
が
伸
び
る
点
（
挿
図
9
）、
ま
と
っ
た

大
衣
・
裙
の
背
面
に
あ
っ
て
は
衣
文
を
刻
ま
な
い
点
な
ど
は
、
京
都
・
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
本

尊
像
（
以
下
、
清
凉
寺
像
挿
図
10
）
に
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
意
識
的

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
清
凉
寺
像
の
尊
容
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
清
凉
寺
式
」
と

呼
ば
れ
る
釈
迦
如
来
立
像
の
範
疇
に
属
す
る
造
形
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
清

凉
寺
像
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、一
五
六
・
七
㎝
を
計
測
す
る
本
像
は
、清
凉
寺
像
の
像
高
一
六
二
・

七
㎝

（
（（
（

よ
り
幾
分
丈
高
が
小
さ
く
、
体
軀
の
把
握
の
仕
方
に
つ
い
て
、
こ
と
に
そ
の
奥
行
き
は
本
像

の
方
が
は
る
か
に
厚
く
、
か
つ
背
中
を
丸
め
て
い
さ
さ
か
猫
背
気
味
に
な
っ
て
い
る
（
挿
図
11
）。

さ
ら
に
各
部
位
の
表
現
に
あ
っ
て
は
、
清
凉
寺
像
で
は
白
毫
に
径
の
や
や
大
き
い
銀
板
を
か
ぶ

挿図 10 釈迦如来立像
京都・清凉寺

挿図 11 -（1） 同 左側面
京都・清凉寺

挿図 11 -（2） 同 滋賀・浄厳院

挿図 12 -（1） 釈迦如来立像 三道 京都・清凉寺

挿図 12 -（2） 同 喉部 滋賀・浄厳院

せ
て
、
そ
の
円
相
面
に
乗
雲

の
仏
坐
像
を
顕
現
さ
せ
て
お

り
、
つ
り
上
が
り
気
味
の
両

眉
の
ラ
イ
ン
は
刻
線
を
も
っ

て
あ
ら
わ
し
、
瞳
に
は
黒
漆

を
塗
っ
た
珠
を
嵌
入
し
て

（
（（
（

、

耳
孔
に
は
水
晶
玉
を
嵌
め
込

ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

本
像
は
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如

来
立
像
の
大
半
が
そ
う
で
あ
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知
ら
れ
る
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
の
作
例
中
に
あ

っ
て
も
あ
ま
り
類
を
み
な
い

（
（（
（

。

こ
の
ほ
か
、
左
・
右
大
腿
に
懸
か
る
大
衣
に
あ
ら
わ

れ
た
衣
褶
に
つ
い
て
、
通
例
で
は
清
凉
寺
像
に
倣
い
清

凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
に
お
い
て
も
茶
酌
状
の
そ
れ

を
左
右
交
互
に
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
本
像
で
は
そ

れ
を
鈎
針
状
に
刻
線
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
挿
図
13
）。

一
方
、
大
衣
両
袖
の
外
側
に
お
い
て
肘
の
屈
曲
に
と
も

な
う
衣
褶
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
場
合
、
清
凉
寺
像
の
そ
れ

を
踏
襲
し
て
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
に
お
い
て
も

多
く
が
茶
酌
状
と
な
る
の
に
対
し
て
、
本
像
で
は
蕨
手

状
の
刻
線
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
（
挿
図
14
）、

左
右
五
指
の
爪
先
を
や
や
伸
ば
し
気
味
に
し
て
先
端
を
尖
ら
せ
る
点
（
挿
図
15
）
と
も
ど
も
、
清

凉
寺
像
は
も
と
よ
り
現
存
の
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
に
お
い
て
、
や
は
り
類
例
を
見
出
し
得

な
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
の
修
理
は
全
面
解
体
に
及
ん
で
な
さ
れ
た
。
像
内
に
墨
書
銘
記
・
納
入
品
の
類
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
本
像
の
造
像
に
携
わ
っ
た
仏
師
、
な
ら
び
に
、
造
顕
の
年
代
に
つ

い
て
は
作
風
か
ら
の
推
定
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
像
は
、
そ
れ
が
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来

立
像
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
図
像
表
現
上
の
特
徴
（
上
述
）
を
と
も
な
い
つ
つ
、
造
形
の
う
ち
に

携
わ
っ
た
仏
師
の
系
統
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
表
現
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
像
奥
行
き
の
厚
い
背
中
を
い
さ
さ
か
丸
め
て
猫
背
気
味
と
す
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ

て
、
面
部
の
表
現
（
挿
図
16
）
に
お
い
て
、
面
長
と
な
る
顔
の
輪
郭
が
両
頬
に
か
け
て
や
や
下
膨

れ
気
味
と
な
る
と
と
も
に
、
両
小
鼻
の
鼻
翼
を
張
り
出
す
こ
と
で
重
厚
な
印
象
を
与
え
る
鼻
、
下

脣
を
上
脣
よ
り
厚
く
あ
ら
わ
す
点
な
ど
は
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
銘
の
神
奈
川
・
覚
園
寺
阿

閦
如
来
坐
像
（
院
興
作
、
挿
図
17
）
や
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
銘
の
福
島
・
保
福
寺
薬
師
如
来
坐

像
（
院
誉
作
）
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
髪
際
が
中
央
に
お
い
て
や
や
下
側
に
弛
み
、

逆
に
額
の
左
右
で
僅
か
に
も
ち
上
が
る
点
は
、
年
紀
が
押
さ
え
ら
れ
る
作
例
で
は
、
降
っ
て
貞

挿図 13 大衣の大腿部衣褶

挿図 14 大衣の左肘外側衣褶

挿図 16 釈迦如来立像 頭部
正面 滋賀・浄厳院

挿図 18 阿弥陀如来坐像 頭
部正面 福岡・善導寺

挿図 17 阿閦如来坐像 頭部正
面 神奈川・覚園寺

挿図 19 千手観音菩薩坐像 頭
部正面 東京国立博物館

挿図 15 右手指先（爪先）

る
よ
う
に
白
毫
に
水
晶
を
嵌
入
し
、
両
眉
の
ラ
イ
ン
は
稜
線
を
も
っ
て
あ
ら
わ
し
、
瞳
を
含
む
両

目
を
彫
眼
と
し
、
耳
孔
に
つ
い
て
は
穿
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
わ
が
国
の
仏
像
彫
刻

の
通
有
表
現
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
し
、
本
像
は
喉
元
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
括
り
線

が
二
本
と
も
に
下
方
に
寄
っ
て
お
り
、
そ
の
点
は
清
凉
寺
像
の
そ
れ
に
よ
く
倣
っ
て
い
る
（
挿
図

12
）。ま

た
、
通
肩
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
大
衣
の
上
縁
を
袋
状
に
あ
ら
わ
し
て
頸
廻
り
に
及
ぶ
点
は
、
上

述
し
た
よ
う
に
清
凉
寺
像
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
像
で
は
袋
状
と
な
る
頸
元
の

衣
縁
が
幅
広
と
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
反
転
し
て
裏
地
を
見
せ
る
切
り
替
え
の
部
位
が
正
面
中
央

で
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
・
裏
の
面
積
の
割
合
は
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
今
日
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和
五
年
（
一
三
四
九
）
銘
の
福
岡
・
善
導
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
院
広
作
、
挿
図
18
）、
あ
る
い
は
、

銘
記
は
確
認
さ
れ
な
い
が
十
四
世
紀
前
半
の
第
二
四
半
期
頃
の
院
派
仏
師
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ

る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
千
手
観
音
菩
薩
坐
像

（
（（
（

（
挿
図
19
）
の
そ
れ
と
同
趣
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

と
に
頭
部
側
面
に
お
い
て
耳
輪
全
体
を
縦
長
に
造
作
し
、
そ
の
上
半
は
後
方
へ
の
カ
ー
ブ
を
抑
え

気
味
に
し
な
が
ら
下
半
へ
と
伸
び
つ
つ
、
環
状
貫
通
と
な
る
耳
朶
を
太
く
あ
ら
わ
し
僅
か
に
後
方

に
反
ら
せ
る
点
（
挿
図
20
）
は
、
ま
っ
た
く
同
一
と
は
言
い
難
い
が
、
上
述
の
東
京
国
立
博
物
館

千
手
観
音
菩
薩
坐
像
の
そ
れ
（
挿
図
21
）
に
近
い
も
の
を
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
徴
は
、
背
中
に
認
め
た
い
さ
さ
か
丸
め
て
猫
背
気
味
と
な
る
こ
と
と
も
ど
も
、
そ
こ
に
院
派
仏

師
の
作
例
と
の
親
近
性
が
窺
わ
れ
る
。本
像
の
造
立
に
院
派
仏
師
の
関
与
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、

造
立
の
時
期
に
つ
い
て
も
十
四
世
紀
前
半
の
お
お
よ
そ
第
二
四
半
期
を
考
え
た
い
。

ち
な
み
に
、
院
派
仏
師
の
手
に
な
る
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本

像
に
先
行
す
る
作
例
と
し
て
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
に
院
保
が
中
心
と
な
っ
て
造
顕
を
み
た
称

名
寺
像
（
挿
図
22
）
が
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
造
形
を
本
像
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
称

名
寺
像
は
頸
廻
り
を
覆
う
袋
状
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
大
衣
上
縁
の
幅
が
さ
ほ
ど
広
く
は
な
く
、
側
面

観
に
お
け
る
像
の
奥
行
き
も
本
像
ほ
ど
の
厚
み
を
と
も
な
っ
て
は
い
な
い
。
加
え
て
、
背
面
（
挿

図
23
）
の
表
現
に
お
い
て
、
本
像
は
清
凉
寺
像
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
衣
文
を
ま
っ
た
く
あ
ら
わ
さ

挿図 20 釈迦如来立像 
右耳 滋賀・浄厳院

挿図 22 -（1） 釈迦如来立像 
神奈川・称名寺 左側面

挿図 22 -（2） 同 正面挿図 22 -（3） 同 右斜側面

挿図 21 千手観音菩薩坐像 
右耳 東京国立博物館

な
い
の
に
対
し
、
称
名
寺
像
で
は
U
字
状
の
襞
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
称
名
寺
像
は
本
像

の
よ
う
に
大
腿
に
懸
か
る
大
衣
の
衣
褶
を
鈎
針
状
の
刻
線
で
あ
ら
わ
す
こ
と
も
、
肘
外
の
衣
褶
を

蕨
手
状
の
刻
線
と
す
る
こ
と
も
な
く
、
両
手
五
指
の
爪
先
を
伸
ば
し
て
尖
ら
せ
る
こ
と
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
点
は
本
像
の
個
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
繫
が
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
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三
、
伝
来

本
像
は
現
在
、
本
堂
内
陣
の
本
尊
右
（
向
か
っ
て
左
）
脇
の
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、

当
初
よ
り
こ
の
堂
内
に
伝
来
し
た
訳
で
は
な
い
。
境
内
に
は
背
後
に
繖

き
ぬ
が
さ

山
を
望
ん
で
西
面
し
て

建
つ
釈
迦
堂
が
存
在
し
て
お
り
（
挿
図
24
）、
堂
宇
の
名
称
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
本
像
は
、
か
つ

て
こ
の
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
の
は
本
堂
の
改
修
が
な

創
、
天
台
一
乗
之
霊
場
ニ
シ
テ

本
尊
釈
迦
文
者
毘
首
羯
摩
之
作
、
栴
檀
香
木
之
瑞
像
也
、
然
ル

ニ
而
文
明
中
罹か

か
リ二

于
兵
火
一
、
殿
堂
一
時
ニ

灰
燼
シ

一
山
忽
チ

為
ル二

烏
有
ト一

時
、
沈
ム二

本
尊
ヲ

於
水

中
ニ一

、
又
中
将
法
如
ノ

藕
絲
ノ

袈
裟
、
法
如
自
書
ノ

称
讃
浄
土
経
、
及
ヒ

六
字
ノ

宝
号
、
恵
心

僧
都
ノ

来
迎
廿
五
尊
、
恩
恭
ノ

弥
陀
ノ

画
、
並
ニ

山
門
一
棟
幸
ニ

免
ル二

其
ノ

厄
ヲ一

、
又
弥
陀
ノ

号

一
鋪
、
火
焔
中
ニ

存
ス
ル

二

文
字
ノ一

者
等
、
于
今
ニ

伝
ヘ
テ

蔵お
さ

ム二
于
当
院
ニ一

焉
、
自
リレ

爾
レ

迄い
た

ル二
天
正

中
ニ一

凡
ソ

九
十
有
余
年
、
寺
僧
雖
モ下

纔わ
つ
かニ

造
リ二

一
ノ

小
サ
キ

茅
ノ

廬
い
お
り

ヲ一
以
テ

安
ス
ト

中

本
尊
等
ヲ上

、
亦
タ

資
給
不
レ
賡つ

づ
カ

、
一あ

る
と
き日

武
将
織
田
信
長
公
狩
シ二

于
野
外
ニ一

、
見
テ二

山
門
ノ

特
ひ
と
り

存
ス
ル
ヲ

一

、
夙
ニ

心
ハ 

頓た
ち
ま
ちニ

動
キ

、
又
兼
テ

慕
ヒ二

浄
厳
八
世
明
感
上
人
之
真
ヲ一

、
竟つ

ひ
ニ

移
シ二

金
勝
ノ

禅
房
ヲ一

於
威
徳
ノ

旧
蹤

ニ
創
二

–

立
シ

一
大
伽
藍
ヲ一

、
堂
舎
門
廡ひ

さ
し

悉
ク

備
ハ
ル

、
名
ツ
ケ
テ

曰
フ二

金
勝
山
慈
恩
寺
浄
厳
院
ト一

、

又
號
シ
テ

二

寺
境
ヲ一

爲
ス二

安
土
ト一

、
且
ツ

朱
二

–

璽
シ
テ

于
伊
賀
近
江
二
州
ニ一

、
附
ス
ル

二

末
派
ニ一

者
凡す

へ
テ

八

百
八
ケ

寺
、
又
拽
テ二

州マ
マ

之
二
階
堂
ノ

弥
陀
ノ

像
ヲ一

以
テ

為
ス二

本
尊
ト一

（
以
下
略
）、

文
中
、
慈
恩
寺
本
尊
が
「
栴
檀
香
木
之
瑞
像
」
と
認
知
さ
れ
た
釈
迦
如
来
像
で
あ
っ
た
こ
と
に

言
及
し
つ
つ
、
文
明
年
中
の
兵
火
罹
災
の
難
を
潜
り
抜
け
、
天
正
年
中
に
及
ん
で
「
寺
僧
、
纔
か

に
一
つ
の
小
さ
き
茅
の
廬い

お
りを

造
り
、
以
て
本
尊
等
を
安
ん
ず
」
と
あ
る
こ
と
は
、
文
中
に
「
山
門

一
棟
、
幸
に
其
の
厄
を
免
れ
」
と
あ
る
こ
と
と
と
も
に
見
過
ご
せ
な
い
。
近
世
に
至
っ
て
も
楼
門

挿図 23 -（1） 釈迦如来立像 背面
京都・清凉寺

挿図 24 釈迦堂 滋賀・浄厳院（背後に繖山を望む、中
腹の岩肌の見えるあたりに桑實寺が所在する）

挿図 23 -（2） 同 滋賀・浄厳院挿図 23 -（3） 同 神奈川・称名
寺

っ
た
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
以
後
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
も
と
の
堂

宇
と
み
な
さ
れ
る
釈
迦
堂
の
建
物
自
体
の
建

立
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
中
世
に
ま
で
遡
る

建
物
で
は
な
い

（
（（
（

。

さ
て
、
本
像
の
伝
来
を
考
え
て
ゆ
く
う
え

で
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
安
永
七
年
（
一

七
七
八
）
に
先
行
書
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
ら

れ
た
浄
厳
院
蔵
『
開
山
上
人
略
伝
』
の
以
下

の
記
事
で
あ
る

（
（（
（

。

慈
恩
寺
威
徳
院
ハ

者
、
聖マ

マ

皇
太
子
之
草
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一

と
も
ど
も
「
栴
檀
香
木
之
瑞
像
」
と
さ
れ
た
釈
迦
如
来
像
が
浄
厳
院
に
伝
存
し
、
そ
れ
ら
が
旧
慈

恩
寺
の
建
築
・
本
尊
像
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

ち
な
み
に
、
浄
厳
院
の
東
に
望
む
繖
山
の
中
腹
に
所
在
す
る
桑
實
寺
（
挿
図
25
）
に
伝
え
ら
れ

た
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
制
作
の
「
桑
實
寺
縁
起
絵
巻
」（
土
佐
光
茂
画
、
重
要
文
化
財
）
巻
下
・

第
二
段
の
冒
頭
に
は
、
桑
實
寺
が
所
在
す
る
繖
山
の
麓
に
広
が
る
雑
木
林
の
な
か
に
建
つ
朱
塗
り

の
楼
門
を
描
い
て
い
る
（
挿
図
26
）。
こ
の
楼
門
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
山
麓
に
建
て
ら
れ
た
桑

實
寺
の
仁
王
門
と
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が

（
（（
（

、
桑
實
寺
に
仁
王
門
が
存
在
し
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
姿
は
か
つ
て
慈
恩
寺
の
楼
門
で
あ
っ
た
浄
厳
院
の
そ
れ
（
挿
図

27
）
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
旧
慈
恩
寺
楼
門
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
将
軍
足
利
義

晴
が
佐
々
木
六
角
家
の
当
代
当
主
・
定
頼
（
一
四
九
五
～
一
五
五
二
）
に
庇
護
を
求
め
て
繖
山
中

腹
の
桑
實
寺
に
将
軍
御
座
所
を
定
め
た
時
期
（
す
な
わ
ち
、
享
禄
四
年
〈
一
五
三
一

（
（（
（

〉
か
ら
天
文
三

年
〈
一
五
三
四

（
（（
（

〉
の
間
を
中
心
と
す
る
時
期
）
の
佐
々
木
定
頼
に
よ
る
本
拠
・
繖
山
観
音
寺
城
と
麓

の
菩
提
所
・
慈
恩
寺
の
整
備
事
業
を
想
定
し
て
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
四
）
の
建
立
が
推

定
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
そ
れ
は
応
仁
の
乱
の
近
江
国
波
及
に
端
を
発
し
た
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に

お
け
る
同
族
・
京
極
持
清
（
東
軍
）
と
定
頼
の
父
・
高
頼
（
西
軍
、
一
四
六
二
～
一
五
二
〇
）
と
の

間
で
争
わ
れ
た
近
江
守
護
職
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
は
繖
山
観
音

寺
城
の
西
麓
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
と
に
慈
恩
寺
付
近
で
の
激
突
に
つ
い
て
は
後

世
、「
慈
恩
寺
合
戦

（
（（
（

」
と
呼
ば
れ
た
が
、
ま
さ
し
く
上
掲
の
『
開
山
上
人
略
伝
』
が
述
べ
る
と
こ

ろ
の
文
明
年
中
の
兵
火
罹
災
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
起
因
し
た
荒
廃
を
承
け
て
の
整
備
事
業

で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
慈
恩
寺
楼
門
の
建
立
は
「
桑
實
寺
縁
起
絵
巻
」
が
制
作
さ
れ

た
時
期
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
浄
厳
院
の
楼
門
は
現
存
す
る
滋
賀
県
下
の
重
要
文
化
財
お
よ
び

県
指
定
有
形
文
化
財
の
楼
門
の
な
か
に
あ
っ
て
最
大
規
模
を
誇
る

（
（（
（

。
建
立
当
時
、
こ
の
朱
塗
り
の

楼
門
が
将
軍
義
晴
を
庇
護
し
た
佐
々
木
六
角
家
の
菩
提
所
と
し
て
、
当
地
に
あ
っ
て
威
容
・
威
観

を
示
し
て
周
辺
か
ら
は
目
を
惹
く
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
画
中
に
あ
っ
て
は

仁
王
門
の
ほ
ぼ
正
面
に
藁
葺
き
の
家
々
に
交
じ
っ
て
石
積
み
で
囲
ま
れ
た
正
面
三
間
の
間
口
を
も

つ
入
母
屋
造
の
板
葺
屋
根
の
堂
宇
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
釈
迦
如
来
像
を
本
尊
と
し
て
安
置

す
る
慈
恩
寺
の
本
堂
に
比
定
し
得
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
検
討
が
な
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。

そ
の
慈
恩
寺
本
尊
像
の
造
像
事
情
に
つ
い
て
は
、
慈
恩
寺
に
関
す
る
先
行
研
究
・
議
論

（
（（
（

に
お
い

挿図 26 桑實寺縁起絵巻 下巻（部分）向かって右に楼門、左に三間の間口をもつ板葺の堂宇を描く

挿図 25 桑實寺周辺地図（『近江蒲生郡志』巻１
〈1911 年刊〉所載の「近江国蒲生郡条里図」を使用）

挿図 27 楼門 滋賀・浄厳院（現状の瓦葺は平成の解体
修理に際して入母屋造への復原にあわせて採用された）

て
ま
っ
た
く
抜
け
落
ち
て
い
た
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
明
確
か
つ
端
的
に
記
す
の
は
東
坊
城
秀
長

（
一
三
三
八
～
一
四
一
一
）
が
、
佐
々
木
氏
頼
の
猶
子
・
京
極
高
詮
の
要
請
に
よ
り
作
文も

ん

し
た
応
安

五
年
（
一
三
七
二
）
六
月
の
佐
々
木
氏
頼
三
回
忌
追
善
願
文
で
あ
る
（
東
坊
城
秀
長
の
日
記
・
文
集

『
迎
陽
記
』
巻
九
、
所
収
）。
か
の
佐
々
木
氏
頼
（
一
三
二
六
～
七
〇
）
は
近
江
一
国
の
守
護
を
代
々
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一
〇
二

継
職
し
た
佐
々
木
六
角
家
の
当
主
で
あ
り
、
逝
去
の
報
に
接
し
た
三
条
公
忠
（
一
三
二
四
～
八
三
）

を
し
て
「
当
時
、
武
家
に
お
い
て
聊
か
仏
神
を
敬
い
、
道
理
を
知
る
者
な
り
、
惜
し
む
べ
し
惜
し

む
べ
し
、天
下
衰
微
の
第
一
な
り
（
原
文
読
み
下
し
）」（

（（
（

と
言
わ
し
め
た
人
物
で
あ
る
。
以
下
に
佐
々

木
氏
頼
三
回
忌
追
善
願
文
の
全
文
を
掲
げ
る

（
（（
（

。

佐
々
木
判
官
入
道
崇
永
道
号

雪
江
三
廻
猶
子
四
郎
兵
衛

尉
高
詮
修
之

夫
レ

、
仁
ニ
シ
テ

者
無
敵
ナ
レ
ト
モ

、
難
クレ

避
ケ二

煩
悩
之
魔
軍
ヲ一

、
勇
ニ
シ
テ

者
不
レ
ト
モ

レ

懼
レ

、
争
二

–

禦

ス
ル
コ
ト
ナ
ラ
ス

分
段
之
妄
兵
ヲ一

、
浮
休
之
理
、
仁
勇
不
レ
免
レ

者
乎
、
恭
シ
ク

惟
フ
ニ

、
過
去
ノ

幽

霊
（
論
者
註
＝
佐
々
木
氏
頼
）
ハ

、
淑
質
ニ
シ
テ

貞
亮
ナ
リ

、
英
気
ニ
シ
テ

醇
懿
ナ
リ

、
守
リ
テ

二

江
州
ヲ一

而
施
スレ

恩
ヲ
也
、
老
ハ

者
安し

た
かヒ 

少わ
か
きハ

者
懐な

つ
キ

、
莅む

か
ヒ
テ

二

城
壘
ニ一

而
取
リレ

義
ヲ

、
剛
ニ
シ
テ

不
レ
吐
カ

柔

ニ
シ
テ

不
レ
茹く

ら
ハ

、
洸
々
之
威
、
可
シレ

比
ス二

宜
僚
之
当
五
百
ニ一

、
赳
々
之
気
、
何
ソ

異
ナ
ラ
ム
ヤ

二

毛
遂

之
出
三
千
ニ一

、
戦
伐
ノ

功
高
ク
シ
テ

、
不
レ
見
セ二

矜
満
之
色
ヲ一

、
止
足
ノ

志
厚
ク

、
更
ニ

無
シ二

驕
佚

之
行
一
、
況
ン
ヤ

亦
タ

、
学
フ
ニ

渉わ
た

リ二
典
籍
ヲ一

、
賸
二

–

貯
シ

風
月
之
富
ヲ一

、
心
ハ

遯の
か

レ二
利
名
ヲ一

、
毎
ニ

観
ル二

水
雲
之
空
ヲ一

、
然
ル

間
、
斯
ノ

人
有
リ
テ

二

負
薪
之
憂
ヲ一

、
其
ノ

疾
及
ヒ
テ

二

就
木
之
別
ニ一

、
在

ル
コ
ト

二

閻
浮
ニ

兮
五マ

マ

十
餘
年
一
、
恰あ

た
かモ

同
シ二

黄
粱
之
夢
ニ一

、
入
ル
コ
ト

二

涅
槃
ニ一

兮
三
十
六
月
、
徒
ニ

読

ム二
白
華
之
詩
ヲ一

、
爰
ニ

弟
子
、
不
サ
レ
ト
モ

レ

受
ケ二

髪
膚
ヲ一

、
仁
恤
之
愛
均
シ
ク

、
其
ノ

子
、
不
レ
犯
サ二

顔
色
ヲ一

、
省
定
之
孝
如
シ二

己
親
ノ一

、
恩
雖
モレ

重
ヌ
ル
ト

二

於
千
鈞
ニ一

、
報
未
タレ

挙
ケ二

於
一
髪
モ一

、
吁
嗟
、

三
千

（
年
カ
）ノ

泣
血
ハ

者
子
羔
也
、
三
日
ノ

廃
食
ハ

者
子
龍
也
、
不
三
必
ス

攀
ケ二

二
賢
之
跡
ヲ一

、
専
ラ

欲
スレ

罄つ
く

サ
ム
ト

二

一
善
之
誠
ヲ一

、
肆い

ま

奉
リ三

供
二

–

養
シ

金
堂
一
宇
ヲ一

、
點し

メ
テ

二

嚢
祖
ノ

苔
墳
之
地
ヲ一

、
有
リ二

幽
霊

草
創
之
構
一
、
命
シ
テ

題し
る

シ二
額
ニ

於
慈
恩
寺
ト一

、
摸
ス二

尊
像
ヲ

於
清
凉
寺
ニ一

、
南
都
一
派
之
律
院

ニテ
、
辺
境
無
双
之
浄
場
也
、
奉
リレ

讃
二

–

嘆
シ

胎
蔵
金
剛
両
部
曼
陀マ

マ

羅
ヲ一

、
奉
ルレ

書
二

–

写
シ

金
泥
ノ

妙

法
蓮
華
経
一
部
ヲ一

、
此
ノ

経
者
尊
霊
ノ

発
シ二

精
神
ヨ
リ

一

、
以
テ

既
ニ

書
キ
タ
リ

二

四
巻
ヲ一

、
弟
子
興
シ二

旧

僕
ヲ一

、
而
ル
ニ

今
満
タ
ス

二

一
部
ヲ一

、
皆
是
レ

一
字
ニ

三
礼
ス

也
、
豈
ニ

非
ス二

無
貮
ノ

大
願
ニ一

乎
、
奉
リ三

如
法
ニ

書
二

–

写
シ

同
シ

経
一
部
ヲ一

、
勤
二

–

行
ス

法
華
ノ

五
種
ノ

妙
行
ヲ一

、
此
ノ

外
或
ヒ
ハ

一
日
一
部
之

頓
写
、
或
ヒ
ハ

有
数
ノ

輩
数
部
之
漸
写
、
州
民
聞
テ

而
與く

み
スレ

之
ニ

、
家
僕
挙

こ
そ
りテ

而
書
クレ

之
ヲ

、
廼
二

–

シ
速
成
就
院
ノ

尊
老
ヲ一

、
為
シ二

唱
導
師
ト一

、
龍
樹
之
再
生
、
馬
鳴
之
前
身
也
、
数
口
ノ

浄
侶
、

連
ネ
テ

二

蘿
襟
ヲ一

而
圍
繞
シ

、
両
部
ノ

諸
尊
、
驚
テ二

蒲
牢
ニ一

而
照
臨
セ
ム

、
於
焉こ

こ
ニ

、
絲
篁
ノ

逓
奏
、

深
二

–

格
シ

幽
潜
之
聴
ヲ一

、
霓
羽
ノ

方
舞
、
克
二

–

調
ス

微
妙
之
儀
ヲ一

、
于
時
ニ

、
暮
レ
テ

レ

日
西
ニ

傾
キ

、

三
舎
ノ

影
飜
テ二

楽
工
之
袖
ニ一

、
凱

や
わ
ら

キ
テ

レ

風
南
ヨ
リ

来
リ

、
万
斛
ノ

凉
清
法
会
之
席
、
天
之
与
善
、

黙
シ
テ

而
識
ルレ

之
ヲ

、
然
ラ
ハ

則
チ

、
幽
儀
ノ

願
答
フ二

平
昔
之
素
葉
ニ一

、
忽
チ

遷
ス二

等
妙
之
覚
城
ニ一

、

周
親
ノ

願
因
リ二

茲
ノ

日
之
善
縁
ニ一

、
各

お
の
お
の

満
タ
ス

二

現
当
之
悉
地
ヲ一

、
仰
キ

羨う
ら
やム

ニ
、
霞
軒
雲
楣
、
与

二
日
月
一
倶
ニ

懸
カ
リ

、
晨
鐘
夕
磬
、
与
二
乾
坤
一
争
フ
コ
ト

久
シ

、
重
テ

請
フ

、
法
力
ノ

致
リレ

遠お
ち

ニ
、

永
ク

払
ヒ二

未
兆
之
災
孽
ヲ一

、
善
根
不
レ
孤
ナ
ラ

、
須シ

ト クレ
利
ス二

無
識
之
群
萠
ヲ一

、
敬
ヒ
テ

白
サ
ク

、

応
安
五
年
六
月

日

弟
子
正
六
位
上
行
左
兵
衛
尉
源
朝
臣（
論
者
註
＝
京
極
高
詮
）敬
白
、

慈
恩
寺
に
お
い
て
佐
々
木
氏
頼
の
三
回
忌
が
修
さ
れ
た
の
も
、
願
文
中
に
「
嚢
祖
の
苔
墳
の
地

を
點し

め
」
る
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
慈
恩
寺
の
地
は
佐
々
木
六
角
家
代
々
の
墓
所
で
あ
り
、
か

つ
、
氏
頼
が
か
の
地
に
葬
ら
れ
た

（
（（
（

こ
と
に
よ
る
。
追
善
願
文
で
は
最
初
に
氏
頼
生
前
の
人
と
な
り

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
次
い
で
氏
頼
に
よ
る
慈
恩
寺
の
建
立
と
本
尊
の
安
置
に
及
ん
で
、
三

回
忌
に
お
け
る
様
々
な
追
善
を
述
べ
、
供
養
導
師
に
は
京
都
東
山
に
あ
っ
た
西
大
寺
の
末
寺
・
速

成
就
院
（
東
山
太
子
堂
白
毫
寺
）
の
老
僧
を
招
く
と
と
も
に
、
数
人
の
伴
僧
が
要
請
さ
れ
、
歌
舞

音
曲
を
と
も
な
う
追
善
の
盛
儀
は
夕
刻
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
計
画
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

願
文
中
で
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、「
過
去
の
幽
霊
」
す
な
わ
ち
佐
々
木
氏
頼
が
発
願
・
建
立
に

及
ん
だ
慈
恩
寺
の
本
尊
に
言
及
が
な
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
「
金
堂
」
と
認
識
さ

れ
て
い
た
堂
宇
に
「
慈
恩
寺
」
の
額
を
掲
げ
、
そ
の
本
尊
は
「
尊
像
を
清
凉
寺
に
摸
し
」
た
こ
と

を
明
言
す
る
。
こ
こ
に
慈
恩
寺
本
尊
が
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
本
尊
に
範
を
求
め
た
清
凉
寺
式
の

釈
迦
如
来
立
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
あ
わ
せ
て
等
閑
視
で
き
な
い
の
は
「
慈
恩
寺
」

を
「
南
都
一
派
之
律
院
」
と
述
べ
た
点
に
あ
る
。

こ
こ
で
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
九
月
に
書
き
改
め
ら
れ
た
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』
に
目
を

転
じ
て
み
る
と
、「
近
江
国
」
の
項
に
「
佐
々
木

慈
恩
寺
一
室

」
が
見
え
る

（
（（
（

。
降
っ
て
永
享
八
年
（
一

四
三
六
）
に
記
さ
れ
た
『
西
大
寺
坊
々
寄
宿
諸
寺
末
寺
帳
』
の
「
一
室
分
」
の
項
に
は
「
江
州
佐
々

木
慈
恩
寺
」
の
記
載
が
あ
る

（
（（
（

。
慈
恩
寺
に
冠
さ
れ
る
「
佐
々
木
」
と
は
佐
々
木
六
角
家
が
代
々
治

め
た
当
地
・
佐
々
木
荘

（
（（
（

を
指
し
て
い
る
。
上
掲
の
願
文
に
お
い
て
佐
々
木
氏
頼
発
願
・
造
営
の
「
慈

恩
寺
」
が
「
南
都
一
派
之
律
院
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
慈
恩
寺
が
西
大
寺
門
流
（
西

大
寺
律
）
の
寺
院
で
あ
り
、
か
つ
、
西
大
寺
側
の
史
料
で
あ
る
当
該
両
帳
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る

      



滋
賀
・
浄
厳
院
蔵
木
造
釈
迦
如
来
立
像

217

一
〇
三

と
こ
ろ
か
ら
、
住
持
（
長
老
）
職
が
西
大
寺
よ
り
直
接
、
任
命
が
な
さ
れ
る
「
直
末
寺
」
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る

（
（（
（

。
両
帳
が
成
立
し
た
時
期
に
あ
っ
て
は
、
諸
国
の
西
大
寺
末
寺
の
う
ち
に
「
慈
恩

寺
」
を
称
し
た
寺
院
は
ほ
か
に
確
認
が
で
き
な
い

（
（（
（

。

そ
の
「
慈
恩
寺
」
が
「
直
末
寺
」
と
し
て
西
大
寺
側
の
記
録
に
あ
っ
て
、
い
つ
頃
ま
で
遡
り
得

る
か
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
み
る
と
き
、
注
目
さ
れ
る
の
は
『
西
大
寺
光
明
真
言
結
縁
過
去
帳

（
以
下
、
光
明
真
言
結
縁
帳
）』
巻
第
一
比
丘
衆

衆
首
分
の
「
当
寺
第
五
長
老
沙
門
賢
善
」
の
項
に
「
明
智
房 

慈
恩
寺

」
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
点
に
あ
る

（
（（
（

。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
光
明
真
言
結
縁
帳
』
に
は
、

第
二
十
六
代
長
老
沙
門
高
海
（
長
老
職
一
四
三
〇
～
三
六
）
の
項
に
は
「
光
忍
房 

慈
恩
寺
住

」
の
記

載
が
あ
り
、第
二
十
八
代
長
老
沙
門
元
澄
（
長
老
職
一
四
五
〇
～
五
七
）
の
項
に
は
「
什
賢
房 

慈
恩
寺

」

が
見
え
る

（
（（
（

。
前
者
に
「
慈
恩
寺
住
」
を
明
記
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、
第
五
代
長
老
沙
門
賢
善
の
項

に
あ
ら
わ
れ
た
「
明
智
房
」
に
付
さ
れ
た
「
慈
恩
寺
」
も
居
所
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

西
大
寺
第
五
代
長
老
賢
善
は
『
西
大
寺
代
々
長
老
』
に
拠
る
と
、「
第
五
賢
善
和
尚
、覚
津マ

マ

上
人
、

住
持
十
年
、
最
福
寺
住
、
暦
応
三
庚
辰
十
月
二
日
、
寂
九
十
歳
」
と
伝
え
て
い
る

（
（（
（

。
慈
恩
寺
を
居

所
と
し
た
明
智
房
が
西
大
寺
五
代
長
老
在
職
時
の
賢
善
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
光
明
真
言
に
結

縁
し
得
た
時
期
は
、
賢
善
没
年
の
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
十
月
を
最
下
限
と
し
て
、
上
限
は
賢

善
が
西
大
寺
の
長
老
職
に
就
任
し
た
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
に
求
め
得
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
至
っ
て
佐
々
木
氏
頼
の
行
実
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
き
（
別
掲
年
表
参
照
）、
氏
頼
は
建

武
元
年
（
一
三
三
四
）
三
月
五
日
、
九
歳
で
元
服
し

（
（（
（

、
同
三
年
六
月
以
前
に
近
江
守
護
職
を
継
い

で
い
た
よ
う
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
継
職
を
も
っ
て
事
実
上
、
佐
々
木
六
角
家
当
主
の
座
に
就
い
た
と
み

な
し
得
る
。
氏
頼
の
近
江
守
護
継
職
の
時
期
に
つ
い
て
は
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
元
服
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
氏
頼
の
「
慈
恩
寺
」
の
発
願
・

造
営
も
建
武
元
年
を
遡
る
と
は
考
え
難
い
。
こ
こ
で
先
に
み
た
慈
恩
寺
明
智
房
が
西
大
寺
五
代
長

老
・
賢
善
と
光
明
真
言
結
縁
を
な
し
得
た
時
期
（
一
三
三
一
〜
四
〇
）
を
勘
案
す
る
と
き
、
佐
々

木
氏
頼
が
発
願
し
た
「
慈
恩
寺
」
の
建
立
は
建
武
元
年
か
ら
暦
応
三
年
ま
で
の
七
年
間
に
絞
り
込

め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
氏
頼
九
歳
か
ら
十
四
歳
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年

齢
は
今
日
の
感
覚
で
は
寺
院
建
立
を
指
示
し
、
そ
れ
を
な
し
遂
げ
る
に
は
早
す
ぎ
る
よ
う
な
気
も

す
る
。
た
だ
し
、
氏
頼
の
仏
事
に
つ
い
て
一
顧
す
べ
き
は
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
勃
発
し

た
「
観
応
の
擾
乱
」
に
際
し
、
二
十
六
歳
で
出
家
遁
世
の
身
と
な
り
高
野
山
に
籠
居
す
る
が

（
（（
（

、
こ

の
頃
ま
で
に
慈
恩
寺
に
近
接
す
る
金
田
（
現
、
近
江
八
幡
市
金
剛
寺
町
）
に
夢
窓
疎
石
の
法
嗣
・
無

極
志
玄
を
請
じ
て
金
剛
寺
を
造
営
し
、
入
仏
供
養
を
行
っ
て
お
り

（
（（
（

、
京
都
・
烏
丸
六
角
の
地
に
臨

川
寺
三さ

ん

会ね

院
の
別
院
と
し
て
大
慈
院
を
建
立
し
、
夢
窓
疎
石
（
一
三
五
一
年
没
）
を
開
基
に
迎
え

て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
三
十
六
歳
の
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
正
月
に
は
寂
室
元
光
を
開
基
に
迎
え
、

近
江
高
野
の
地
に
永
源
寺
を
建
立
し
て
い
る

（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、「
観
応
の
擾
乱
」
前
後
の
時
期
か
ら

氏
頼
の
仏
事
は
臨
済
禅
に
傾
倒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、こ
の
頃
に
あ
っ
て
は
南
都
律
院
・

西
大
寺
と
の
関
わ
り
が
史
料
上
に
ま
っ
た
く
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
氏
頼
の
信
仰
に
占
め
る

西
大
寺
と
の
関
わ
り
は
、
臨
済
禅
一
辺
倒
に
な
る
「
観
応
の
擾
乱
」
の
頃
以
降
に
想
定
す
る
よ
り

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
12
・
2	

誕
生
（
佐
々
木
時
信
息
男
、
母
長
井
宮
内
大
輔
時
千
娘
）〔
徳
源
院
本
『
佐
々
木
系
図
』、『
尊
卑
分
脈
』〕

建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
3
・
5	

元
服
（
九
歳
）〔
徳
源
院
本
『
佐
々
木
系
図
』〕

同

三
年
（
一
三
三
六
）
6
・
13
以
前	

こ
の
頃
、
既
に
近
江
守
護
職
を
継
承
〔
石
山
寺
文
書
「
寺
領
文
書
紛
失
状
案
」〕

康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
4
・
11	

従
五
位
下
に
叙
爵
（
二
十
歳
）〔『
尊
卑
分
脈
』、『
系
図
纂
要
』〕

観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
6
・
25	

出
家
入
道
の
身
と
な
り
「
崇
永
」
を
名
乗
っ
て
高
野
山
に
籠
居
す
る
（
二
十
六
歳
）〔『
太
平
記
』
二
九
、『
系
図
纂
要
』〕

	

こ
の
頃
、近
江
・
金
田
に
金
剛
寺
を
造
営
し
、無
極
志
玄
（
夢
窓
疎
石
の
法
嗣
）
を
請
じ
、入
仏
供
養
を
行
う
〔
勝
尾
寺
文
書
「
佐
々

木
氏
頼
自
筆
書
状
」〕

	

こ
の
頃
、
夢
窓
疎
石
を
開
基
に
迎
え
て
京
都
・
烏
丸
六
角
の
地
に
臨
川
寺
三
会
院
の
別
院
と
し
て
大
慈
院
を
建
立
す
る
〔『
空
華

日
用
工
夫
略
集
』
三
〕

康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
1
・
18	

寂
室
元
光
を
迎
え
て
近
江
・
高
野
に
永
源
寺
を
建
立
す
る
〔『
寂
室
録
』
下
之
二
、『
翰
林
葫
蘆
集
』
一
〕

応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
6
・
7	

卒
去
（
享
年
四
十
五
）、
亡
骸
を
近
江
・
佐
々
木
の
慈
恩
寺
に
葬
る
〔『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
一
〕

佐々木氏頼仏事年表
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一
〇
四

は
、
む
し
ろ
、
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
氏
頼
に
よ
る
「
慈

恩
寺
」
建
立
発
願
の
契
機
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
に
没
し
た
母
の
追
善

菩
提
の
た
め
と
み
る
説
を
支
持
す
る
こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
記
す
の
は

後
世
の
記
録
に
と
ど
ま
る

（
（（
（

。
上
述
の
『
光
明
真
言
結
縁
帳
』
の
西
大
寺
第
五
代
長
老
賢
善
の
項
に

あ
ら
わ
れ
た
慈
恩
寺
明
智
房
の
存
在
は
無
視
し
難
く
、
慈
恩
寺
建
立
の
発
願
と
造
営
は
氏
頼
が
元

服
し
た
建
武
元
年
を
最
上
限
と
し
て
、
暦
応
三
年
ま
で
の
七
年
間
と
考
え
て
お
き
た
い
。

加
え
て
、
こ
の
慈
恩
寺
の
宗
派
に
関
し
て
前
掲
の
『
開
山
上
人
略
伝
』
に
は
「
天
台
一
乗
之
霊

場
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
慈
恩
寺
は
天
台
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
（
（（
（

。
た
だ
し
、
慈
恩
寺
を
天
台
寺
院
と
伝
え
る
最
も
古
い
史
料
は
管
見
で
は
、
法
勝
寺
慧
鎮
（
一

二
八
一
～
一
三
五
六
）
の
行
実
を
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
ま
と
め
た
『
伝
戒
沙
門
慈
威
和
尚
伝
』

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
康
永
三
年
、
江
州
慈
恩
寺
建
立
、
本
願
佐
々
貴マ

マ

管
領
氏
頼
朝
臣
也
」

と
記
す

（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、『
伝
戒
沙
門
慈
威
和
尚
伝
』
に
先
行
す
る
慧
鎮
の
伝
記
類
で
は
ま
っ

た
く
そ
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
慈
恩
寺
の
創
立
に
慧
鎮
が
関
わ
っ
た
と
す
る
こ
と

は
、
慈
恩
寺
が
か
つ
て
律
院
（
戒
律
寺
院
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
天
台
の
円
頓
戒
に
付
会
さ
せ
て

理
解
し
た
節
が
あ
る
。『
伝
戒
沙
門
慈
威
和
尚
伝
』
の
記
述
（
上
掲
）
を
思
え
ば
、
該
書
の
な
っ

た
天
文
六
年
頃
に
は
慈
恩
寺
は
南
都
・
西
大
寺
の
軛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
天
台
寺
院
化
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
『
伝
戒
沙
門
慈
威
和
尚
伝
』
で
は
慈
恩
寺
の
建
立
を
康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
と
記
し
て
い
た
が
、
採
る
べ
き
慈
恩
寺
の
創
建
年
代
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

か
く
し
て
氏
頼
三
回
忌
の
追
善
願
文
に
言
及
が
な
さ
れ
る
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
の
尊
像
を
摸

し
た
と
い
う
慈
恩
寺
の
本
尊
像
が
、
先
に
掲
げ
た
『
開
山
上
人
略
伝
』
に
お
い
て
「
栴
檀
香
木
之

瑞
像
」
の
「
釈
迦
」
と
あ
る
よ
う
に
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
を
示
唆
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
の
「
慈
恩
寺
合
戦
」
の
難
を
逃
れ
、『
開

山
上
人
略
伝
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
当
時
、
浄
厳
院
に
お
い
て
旧
慈
恩
寺

本
尊
と
し
て
認
識
さ
れ
る
尊
像
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
像
が
こ
れ
に
相
当

す
る
こ
と
は
も
は
や
多
言
を
要
し
な
い
。
慈
恩
寺
の
建
立
と
本
尊
の
造
立
を
建
武
元
年
か
ら
暦
応

三
年
ま
で
の
七
年
間
と
み
る
こ
と
は
、
作
風
か
ら
本
像
の
造
立
を
十
四
世
紀
第
二
四
半
期
と
推
定

し
た
こ
と
と
も
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い

（
（（
（

。

む
す
び
に
か
え
て

―
十
四
世
紀
前
半
の
西
大
寺
末
寺
に
お
け
る
院
派
仏
師
の
造
像
を
め
ぐ
っ
て
―

作
風
の
検
討
を
通
じ
、
本
像
の
造
像
に
院
派
仏
師
の
関
与
を
推
定
し
た
。
仏
師
の
比
定
は
作
例

紹
介
を
兼
ね
た
小
稿
の
考
察
の
域
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
後
考
を
俟
ち
た
い
が
、
た
だ
し
一
言
し

て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
時
期
、
各
地
に
展
開
し
た
西
大
寺
門
流
（
西
大
寺
律
）
の
造
像
に
あ
っ

て
院
派
仏
師
の
登
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
試
み
に
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
西
大
寺

末
寺
に
お
け
る
院
派
仏
師
の
当
代
造
像
の
事
例
（
現
存
作
例
）
を
列
記
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）	

広
島
・
浄
土
寺
聖
徳
太
子
（
孝
養
太
子
）
立
像
（
院
憲
作
）

徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）	

神
奈
川
・
称
名
寺
釈
迦
如
来
立
像
な
ら
び
に
十
大
弟
子
立
像
（
院
保

	

ほ
か
院
興
ら
の
作

（
（（
（

）

元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）	

神
奈
川
・
称
名
寺
金
剛
力
士
立
像
（
院
興
、
院
救
ほ
か
の
作
）

建
武
五
年
（
一
三
三
八
）	

広
島
・
浄
土
寺
聖
徳
太
子
（
南
無
仏
太
子
）
立
像
（
院
勢
作
）

こ
れ
ら
は
、
そ
の
作
例
が
帰
属
す
る
寺
院
と
し
て
は
二
箇
寺
に
と
ど
ま
る

（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

称
名
寺
釈
迦
如
来
立
像
な
ら
び
に
十
大
弟
子
像
に
つ
い
て
は
、
造
像
を
み
た
徳
治
三
年
が
金か

ね
さ
わ澤

北

条
氏
の
始
祖
で
あ
り
祖
父
で
あ
っ
た
北
条
実
時
の
三
十
三
回
忌
に
当
た
り
、
当
時
、
金
澤
北
条

の
当
主
・
貞
顕
が
六
波
羅
探
題
南
方
（
長
官
）
と
し
て
在
京
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
（
（（
（

、
造
像
に
携
わ
っ
た
院
保
を
中
心
と
す
る
院
派
仏
師
の
登
用
に
つ
い
て
も
実
時
三
十
三
忌
の
施

主
で
あ
り
称
名
寺
大
檀
越
で
あ
っ
た
貞
顕
そ
の
人
の
個
人
的
な
意
向
が
強
く
働
い
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
て
き
た

（
（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
元
亨
三
年
の
称
名
寺
に
お
け
る
仁
王
像
の
造
立
も
、
先

行
し
て
行
わ
れ
た
徳
治
三
年
の
造
像
の
縁
と
実
績
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
院
派
仏
師
の
登
用
が
西
大
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
武
蔵
、
備
後
の
有
力
寺
院

だ
け
で
な
く
、
近
江
の
寺
院
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
見
方
も
検

討
の
余
地
の
あ
る
も
の
と
し
て
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
周
知
の
通
り
西
大
寺
系
の
造
像
は
、
十
三
世
紀
後
半
に
あ
っ
て
は
本
寺
で
あ
る
西
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一
〇
五

大
寺
で
の
善
円
（
の
ち
に
善
慶
を
名
乗
る
）
な
ら
び
に
同
工
房
の
仏
師
の
登
用
は
言
う
に
及
ば
ず
、

末
寺
で
あ
っ
た
神
奈
川
・
称
名
寺
本
尊
・
弥
勒
菩
薩
立
像
（
建
治
二
年
〈
一
二
七
六
〉
銘
）
に
つ
い

て
も
、
今
日
で
は
善
派
仏
師
の
造
像
と
み
る
の
が
有
力
で
あ
り

（
（（
（

、
か
つ
、
そ
の
他
の
称
名
寺
に
お

け
る
大
檀
越
・
北
条
実
時
周
辺
の
造
像
に
お
い
て
も
善
派
仏
師
の
登
用
が
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
（
（（
（

、西
大
寺
は
も
と
よ
り
東
国
末
寺
の
造
像
に
及
ん
で
善
派
仏
師
の
重
用
が
窺
え
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
十
四
世
紀
に
入
る
と
、
西
大
寺
で
の
院
派
仏
師
が
関
与
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

現
存
作
例
と
記
録
の
双
方
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
本
像
を
含
め
て
上
掲

の
作
例
群
は
、
単
に
施
主
の
意
向
に
と
ど
ま
り
得
な
い
西
大
寺
門
流
（
西
大
寺
律
）
に
お
け
る
仏

師
登
用
が
善
派
仏
師
か
ら
院
派
仏
師
に
と
っ
て
代
わ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う

に
も
考
え
る
の
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
の
契
機
・
要
因
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
論
者
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
だ
け
の
史
料
を
も
ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
い
が
、
今
後
解
明
す
べ
き
課
題
に
な
り
得
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
尊
種
の
選
定
に
お
い
て
か
つ
て
論
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
西
大
寺
律
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
広
く
南
都
の
律
院
に
お
け
る
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
像
の
受
容
と
造
像
は
十
三
世
紀
後
半

以
降
、
ひ
と
つ
の
伝
統
を
形
成
し
て
い
た

（
（（
（

。
十
四
世
紀
の
第
二
四
半
期
に
あ
っ
て
慈
恩
寺
が
南
都

律
院
・
西
大
寺
の
末
寺
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
を
思
う
と
、
慈
恩
寺
に
お
け
る
本
尊
の
選
択
も
、

そ
の
伝
統
に
連
ね
て
理
解
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
院
派
仏
師

の
手
に
な
る
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
と
い
う
と
き
、
こ
れ
ま
で
称
名
寺
像
が
現
存
唯
一
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
本
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
本
像
の
造
形
の

端
々
に
は
称
名
寺
像
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
存
の
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
立
像
の
諸
作
例
の
な

か
に
置
い
て
み
て
も
決
し
て
個
性
を
埋
没
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

本
像
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
全
面
解
体
に
及
ぶ
修
理
に
よ
り
当
初

の
像
容
に
近
い
か
た
ち
に
復
す
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
を
は
か

る
べ
く
関
連
史
料
を
添
え
て
こ
こ
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）
本
文
後
掲
の
浄
厳
院
蔵
・
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）・
暢
誉
編
『
開
山
上
人
略
伝
』
に
拠
る
。

（
2
）
こ
の
弥
勒
堂
に
本
来
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
半
丈
六
の
弥
勒
仏
像
（
十
一
世
紀
、
滋
賀

県
指
定
有
形
文
化
財
）
は
、
現
在
も
興
隆
寺
（
近
江
八
幡
市
多
賀
町
）
に
伝
存
す
る
。
像
内
の
暦

応
三
年
（
一
三
四
〇
）
の
修
理
墨
書
銘
に
あ
ら
わ
れ
た
願
主
「
天
台
黒
谷
沙
門
光
宗
」
が
、『
渓

嵐
拾
葉
集
』
の
編
者
で
当
時
、
当
地
で
該
書
の
撰
述
活
動
を
し
て
い
た
光
宗
そ
の
人
と
同
一
人
物

と
み
ら
れ
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
佐
々
木
進
総
説
『
隆
堯
法
印
と
阿
弥
陀
寺
・
浄
厳
院
』
企
画
展
図
録
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、

一
九
九
一
年
。
な
お
、
織
田
信
長
に
よ
る
建
物
・
本
尊
、
住
侶
に
及
ん
で
こ
れ
ら
を
移
し
て
の
施

策
が
半
ば
強
制
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
浄
厳
院
に
残
る
信
長
書
状
「
こ
ん
せ
の
坊
主
寺
領
事
、
昨

日
如
申
聞
、
可
相
渡
之
候
々
、
自
余
之
坊
主
も
此
方
へ
越
候
ハ
丶
可
遣
候
、
無
左
候
ハ
皆
可
為
欠

所
候
、
成
其
意
可
申
付
事
、
専
一
候
也
、
十
月
十
日
（
朱
印
「
天
下
布
武
」）」（
上
掲
の
企
画
展

図
録
図
版
19
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
尊
を
遷
座
す
る
こ
と
と
な
っ
た
二
階

堂
宝
蓮
寺
は
本
文
に
お
い
て
後
述
す
る
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』『
西
大
寺
坊
々
寄
宿
末
寺
帳
』『
西

大
寺
光
明
真
言
結
縁
過
去
帳
』
に
そ
の
名
が
確
認
で
き
、
中
世
に
あ
っ
て
は
南
都
・
西
大
寺
の
管

轄
下
に
あ
っ
た
（
津
田
徹
英
「
飛
天
光
背
の
展
開
」『
平
安
密
教
彫
刻
論
』
四
八
八
～
四
八
九
頁

の
註
14
参
照
）。

（
4
）
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
七
月
四
日
付
で
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
に
、
平
成
十
年
（
一

九
九
八
）
五
月
一
日
付
で
重
要
文
化
財
に
指
定
。

（
5
）
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文

化
財
保
護
課
、
一
九
九
七
年
、
六
頁
上
段
。

（
6
）
田
中
政
三
『
近
江
源
氏
』
巻
一
・
ま
ぼ
ろ
し
の
観
音
寺
城
（
弘
文
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
）
二

五
〇
～
二
五
二
頁
、『
同
』
巻
二
・
佐
々
木
氏
の
系
譜
（
同
、
一
九
八
一
年
）
二
四
七
頁
下
段
、

お
よ
び
二
五
五
頁
と
二
五
六
頁
の
と
も
に
上
段
の
挿
図
。
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄

厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
四
頁
上
段
～
五
頁
上
段
。

（
７
）
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
三
十
日
付
で
安
土
町
指
定
文
化
財
と
な
る
。
平
成
二
十
二

年
（
二
〇
一
〇
）、
近
江
八
幡
市
と
の
合
併
に
と
も
な
い
、
近
江
八
幡
市
指
定
文
化
財
と
し
て
引

き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
８
）
修
理
前
の
本
像
の
写
真
（
寿
福
滋
氏
に
よ
る
撮
影
）・
調
書
に
つ
い
て
は
『
近
江
の
古
代
中
世
彫

像
の
基
礎
的
調
査
・
研
究
―
基
礎
デ
ー
タ
と
画
像
蓄
積
の
た
め
に
―

平
成
二
四
年
度
～
平
成
二

六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業 

基
礎
研
究（
Ｂ
）一
般 

成
果
報
告
書（
課
題
番
号24320032

）』（
研

究
代
表
者 

津
田
徹
英
）
一
二
三
～
一
三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
修
理
は
滋
賀
県
大
津
市
内
の
楽
浪
文
化
財
修
理
所
で
行
い
、
監
修
は
佐
々
木
進
氏
（
近
江
八
幡

市
文
化
財
審
議
委
員
、
元
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
長
）
と
津
田
が
担
っ
た
。

（
10
）
修
理
後
に
二
〇
一
六
～
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
A
）「
仏
像

の
表
象
機
能
に
関
わ
る
総
合
的
調
査
研
究
―
空
間
・
荘
厳
・
胎
内
に
着
目
し
て
（
課
題
番
号

      



美

術

研

究

四

二

六

号
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一
〇
六

16H
01913

）」（
研
究
代
表
者 

有
賀
祥
隆
東
北
大
学
名
誉
教
授
）
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
七
年

九
月
九
日
に
有
賀
祥
隆
、
泉
武
夫
、
長
岡
龍
作
、
岩
佐
光
晴
、
奥
健
夫
、
川
瀬
由
照
、
井
上
大
樹
、

浅
井
和
春
、
瀬
谷
貴
之
、
畠
山
浩
一
の
各
氏
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
・
日
本
美
術

史
研
究
室
の
諸
氏
、
お
よ
び
、
近
江
八
幡
市
の
文
化
財
審
議
委
員
で
あ
る
佐
々
木
進
、
同
市
史
編

纂
室
の
山
本
順
也
の
各
氏
と
と
も
に
熟
覧
に
及
び
、
撮
影
は
寿
福
滋
氏
が
行
っ
た
。

（
11
）
修
理
前
は
肉
髻
珠
の
あ
る
箇
所
に
埋
木
（
後
補
）
が
な
さ
れ
て
い
た
（
挿
図
28-

（1）
）。
埋
木
は

横
長
の
楕
円
形
で
凹
状
に
穿
た
れ
た
穴
を
埋
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
肉
髻
珠
の
復
原
を
検
討
し
た

結
果
、
い
つ
で
も
取
り
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
輪
郭
に
し
た
が
い
楕

円
形
の
木
製
肉
髻
珠
を
も
っ
て
新
補
す
る
こ
と
と
し
た
。
ち
な
み
に
、
肉
髻
珠
を
楕
円
形
に
あ
ら

わ
す
例
と
し
て
、
近
隣
の
圓
光
寺
（
同
市
西
之
庄
町
）
釈
迦
堂
本
尊
・
釈
迦
如
来
坐
像
（
旧
永
明

寺
本
尊
、
塑
造
、
院
派
仏
師
の
手
に
な
る
か
、
挿
図
28-

（2）
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）
解
体
時
の
楽
浪
文
化
財
修
理
所
に
よ
る
所
見
（『
文
化
財
修
理
報
告
書 

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安

土
町
慈
恩
寺

浄
厳
院 

木
造
釈
迦
如
来
立
像 

一
軀
（
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
立
像
）』
楽
浪
文
化
財

修
理
所
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
し
た
が
っ
た
。

（
13
）
な
お
、
右
体
側
部
材
に
は
肩
上
か
ら
大
腿
付
近
に
及
ん
で
後
方
寄
り
に
長
方
形
の
別
材
（
当
初
）

を
矧
ぎ
付
け
る
。

（
14
）
本
堂
内
の
本
尊
・
丈
六
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
左
（
向
か
っ
て
右
）
後
方
奥
に
は
碁
盤
を
台
座
に

す
る
ほ
ぼ
等
身
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
江
戸
時
代
）
を
安
置
す
る
。
念
の
た
め
、
こ
の
像
の
台

座
で
あ
っ
た
可
能
性
を
検
討
し
て
み
た
が
、
足
の
大
き
さ
が
蓮
肉
部
の
奥
行
き
と
合
わ
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、そ
の
台
座
を
転
用
し
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、修
理
前
の
台
座
は
、仰
蓮
・

上
敷
茄
子
（
丸
型
）・
華
盤
・
下
敷
茄
子
（
八
角
型
）・
受
座
・
蕊
・
反
花
・
隅
足
付
き
の
三
段
框

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
仰
蓮
が
前
方
に
僅
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
立
つ
本
像
は
前

傾
し
て
、
か
つ
、
両
足
枘
は
幾
分
切
り
縮
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
転
倒
が
心
配
さ
れ
た
（
既
述
）。

そ
こ
で
修
理
に
際
し
て
は
仰
蓮
と
上
敷
茄
子
の
み
を
元
遣
い
と
し
、
仰
蓮
の
蓮
肉
面
を
水
平
に
保

つ
よ
う
に
改
め
、
華
盤
以
下
は
別
置
保
存
と
し
、
新
た
に
黒
漆
塗
二
段
丸
框
（
四
方
隅
足
付
き
）

を
造
っ
て
、
台
座
の
総
高
を
三
分
の
一
程
度
減
じ
て
像
本
体
の
重
心
を
下
げ
、
転
倒
防
止
を
は
か

っ
た
。

（
15
）
清
凉
寺
像
の
像
高
は
、『
東
國
の
仏
像 

二
平
成
十
八
年
度
～
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究
（
A
）「
東
日
本
に
分
布
す
る
宗
教
彫
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
―
古
代
か
ら
中
世
へ
の

変
容
を
軸
に（
課
題
番
号
一
八
二
〇
二
〇
〇
三
、研
究
代
表
者 

有
賀
祥
隆
）」研
究
成
果
報
告
書
』（
東

北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
、
二
〇
一
〇
年
、
八
六
頁
）
に
し
た
が

っ
た
。

（
16
）
奥
健
夫
『
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
（
日
本
の
美
術
五
一
三
）』
至
文
堂
、二
〇
〇
九
年
、二
五
頁
下
段
。

（
17
）
頸
廻
り
に
及
ぶ
袋
状
の
大
衣
上
端
が
幅
広
に
な
る
先
行
作
例
と
し
て
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九

三
）
の
造
立
が
知
ら
れ
る
東
京
・
大
円
寺
像
の
ほ
か
、
滋
賀
・
荘
厳
寺
像
、
福
岡
・
大
興
禅
寺
像

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
大
円
寺
像
の
そ
れ
は
反
転
し
て
裏
地
を
見
せ
る
部
位

が
、他
の
清
凉
寺
式
の
釈
迦
如
来
像
同
様
に
右
（
向
か
っ
て
左
）
寄
り
と
な
っ
て
お
り
、荘
厳
寺
像
、

大
興
禅
寺
像
で
は
両
肩
に
懸
か
る
部
位
が
本
像
の
よ
う
に
幅
広
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

（
18
）
山
本
勉
「
口
絵
解
説 

東
京
国
立
博
物
館
保
管 

千
手
観
音
菩
薩
坐
像
」『
佛
教
藝
術
』
二
二
四
号
、

毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。

（
19
）
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
に
拠
れ
ば
、
釈
迦
堂

の
鬼
瓦
に
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
銘
が
あ
る
と
い
う
（
四
頁
上
段
）。
こ
の
釈
迦
堂
は
現
在
、

物
置
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
尊
像
の
類
は
堂
内
に
存
在
し
な
い
。

（
20
）
本
文
末
に
は
「
安
永
七
戊
戌
年
三
月

暢
誉
梵
改
之
」
の
識
語
を
と
も
な
う
。
引
用
の
本
文
は
、

註
５
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
七
九
頁
上
段
に
収
め
ら
れ

た
翻
刻
文
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、こ
の
翻
刻
文
は
白
文
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
る
が
、小
稿
で
は
『
同
』

一
五
六
頁
の
写
真
（
図
版
347
）
で
当
該
箇
所
の
字
句
を
確
認
し
て
誤
字
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

送
り
仮
名
・
返
り
点
に
つ
い
て
も
極
力
原
文
通
り
に
付
す
こ
と
に
努
め
た
が
、
漢
字
の
訓
み
（
振

り
仮
名
）
ほ
か
論
者
の
判
断
で
改
め
た
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

（
21
）
文
中
に
示
さ
れ
た
「
法
如
自
書
ノ

称
讃
浄
土
経
」「
恵
心
僧
都
ノ

来
迎
廿
五
尊
」「
恩
恭
ノ

弥
陀
ノ

画
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
存
の
「
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
（
奈
良
時
代
、
県
指
定
）」（
註
3
の
『
隆
堯
法
印

と
阿
弥
陀
寺
・
浄
厳
院
』
企
画
展
図
録
、
図
版
34
）、
三
幅
本
「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
鎌

倉
時
代
、
出
光
美
術
館
所
蔵
、『
浄
土
教
画
（
日
本
の
美
術
四
三
）』
岡
崎
譲
治
編
、
至
文
堂
、
一

九
六
九
年
、
第
85
図
）」
も
し
く
は
一
幅
本
「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
室
町
時
代
）」（『
隆

堯
法
印
と
阿
弥
陀
寺
・
浄
厳
院
』
企
画
展
図
録
、
図
版
27
）
の
い
ず
れ
か
、「
阿
弥
陀
来
迎
図
（
南

北
朝
時
代
）」（『
同
』
企
画
展
図
録
、
図
版
28
）
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。『
開
山
上
人
略
伝
』

挿図 28 -（1） 肉髻部の埋木（修理前）

挿図 28 -（2） 釈迦如来坐像（塑造）
滋賀・圓光寺
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一
〇
七

が
撰
述
さ
れ
た
当
時
、
そ
れ
ら
も
慈
恩
寺
よ
り
の
伝
来
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
と
と
も
に
記
さ
れ
た
「
中
将
法
如
ノ

藕
絲
ノ

袈
裟
」
が
、
大
勧
進
沙
弥
善
法
が
関
与
し
て
暦

応
五
年
（
一
三
四
二
）
に
供
養
し
た
旨
の
裏
書
（
現
在
、
別
保
存
）
を
有
す
る
「
観
無
量
寿
経
変

相
図
（
鎌
倉
時
代
、
市
指
定
）」（『
同
』
企
画
展
図
録
、
図
版
24
）
に
同
定
で
き
る
な
ら
ば
、
こ

れ
も
慈
恩
寺
伝
来
と
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
文
中
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
慈
恩

寺
建
立
の
最
下
限
が
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
も
齟
齬
は
な
い
。

（
22
）
『
桑
実
寺
縁
起
・
道
成
寺
縁
起
（
続
日
本
の
絵
巻
24
）』（
小
松
茂
美
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九

九
二
年
）
四
九
頁
当
該
箇
所
の
簡
易
解
説
。

（
23
）
桑
實
寺
に
将
軍
御
座
所
が
構
え
ら
れ
た
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
七

月
七
日
、
足
利
義
晴
は
坂
本
（
現
、
大
津
市
坂
本
）
か
ら
武
佐
（
現
、
近
江
八
幡
市
武
佐
）
長
光

寺
に
移
っ
て
逗
留
し
て
お
り
（『
上
杉
家
文
書
』、
な
お
、『
長
享
年
後
畿
内
兵
乱
記
』
で
は
八
月

の
こ
と
と
記
す
）、
翌
年
七
月
二
十
八
日
に
は
長
光
寺
か
ら
は
近
距
離
に
あ
っ
た
桑
實
寺
に
移
っ

て
将
軍
御
座
所
を
構
え
て
い
た
（『
祇
園
執
行
日
記
』
同
日
条
）。
遡
っ
て
そ
の
年
の
一
月
に
は
既

に
桑
實
寺
縁
起
絵
巻
の
制
作
を
命
じ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
（『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
正
月
二

十
一
日
条
）、
桑
實
寺
へ
の
動
座
・
仮
寓
は
享
禄
四
年
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
。

（
24
）
『
祇
園
執
行
日
記
』
天
文
三
年
六
月
二
十
九
日
条
、『
厳
助
大
僧
正
記
』
同
日
条
、『
長
享
年
後

畿
内
兵
乱
記
』
同
日
条
。

（
25
）
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
七
頁
下
段
。

（
26
）
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
、
四
四
二
頁
。「
慈
恩
寺
合
戦
」

に
至
る
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
同
』
巻
九
（
同
、
一
九
二
二
年
）
第
四
編
「
第
三
章
文
明

元
年
の
戦
」（
二
七
四
～
二
八
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
一
九
頁
下
段
。

（
28
）
楼
門
安
置
の
等
身
よ
り
や
や
大
き
い
仁
王
像
（
吽
形
、
十
四
世
紀
に
遡
る
か
）
の
台
座
（
岩
座
）

に
は
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
の
年
紀
と
と
も
に
「
奉
安
置
二マ

マ

王
之
像 

北
郡
只
越
田
村
寺
楼

門
二マ

マ

王
也 

然
於

一
乱
仁

令
買
得
奉
修
補
者
也
」
を
明
記
し
て
「
慈
恩
寺
奉
行
時
之
老
僧
衆
」
五
名

と
「
修
補
之
仏
師
慶
源
法
眼
」
の
名
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
「
番
匠
大
工
預
リ
新
兵
衛 

同
小
工 

五
郎
兵
衛 

統
領
甲
良
左
衛
門
五
郎
雇
□
也 

彼
父
楼
門
所
造
也
」
と
あ
る
（
註
5
の
『
滋
賀
県
指

定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
巻
頭
に
は
口
絵
カ
ラ
ー
図
版
で
当
該
箇
所
を
掲

載
す
る
）。
楼
門
の
造
立
が
「
甲
良
」
大
工
の
「
左
衛
門
五
郎
」
の
父
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
が
、『
同
報
告
書
』
で
は
、「
甲
良
」
大
工
の
「
左
衛
門
五
郎
」
ら
の

登
用
は
、
長
浜
の
「
田
村
寺
」
か
ら
買
い
取
っ
た
「
二
王
」
像
を
修
理
し
て
慈
恩
寺
楼
門
に
安
置

す
べ
く
楼
門
の
造
作
の
た
め
の
登
用
と
解
釈
し
て
い
る
（
4
頁
の
関
係
年
表
、
7
頁
上
〜
下
段
）。

た
だ
し
、『
桑
實
寺
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
仁
王
門
を
慈
恩
寺
の
そ
れ
と
み
な
し
得
る
な
ら
ば
、

楼
門
を
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
四
）
の
建
立
と
す
る
推
定
（
7
頁
下
段
）
を
裏
付
け
る
一
方
で
、

絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
天
文
元
年
八
月
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に

は
既
に
仁
王
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
仁
王
像
の
安
置
の
時
期
と
修
理
に
つ
い
て
は
別
の
解
釈
が
生

じ
る
。
ち
な
み
に
画
中
に
描
か
れ
た
仁
王
像
の
姿
は
当
該
仁
王
像
の
手
勢
等
と
ほ
ぼ
合
致
す
る（
挿

図
29
）。

（
29
）
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
二
～
五
頁
、
註
6
の
田

中
政
三
『
近
江
源
氏
』
巻
二
（
二
四
七
頁
）、
註
26
の
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
（
二
七
五
～
二

七
八
頁
）、『
同
』
巻
七
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
、
八
三
四
～
八
三
七
頁
）、
村
上

美
登
志
「
太
山
寺
本
『
曽
我
物
語
』〈
今
の
慈
恩
寺
是
な
り
〉
攷
―
仮
名
本
の
成
立
時
期
を
め
ぐ

っ
て
―
」（『
論
究
日
本
文
学
』
五
四
号
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
30
）
『
後
愚
昧
記
』
応
安
三
年
六
月
七
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
・
南
朝
建
徳
元
年 

北
朝
応
安
三
年
六
月
七
日
条
、
所
載
（
一
二
〇
頁
）。

（
31
）
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、
所
載
（
一
三
二
～
一
三
三
頁
）。
な
お
、
本
文

を
掲
げ
る
に
あ
た
り
、
送
り
仮
名
・
返
り
点
な
ど
は
論
者
が
恣
意
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
32
）
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
八
八
）
撰
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
一
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
（
文

言
は
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、
一
二
〇
頁
に
拠
っ
た
）。

六
月
廿
四
日
、
芳
庭
和
尚
来
告
上
京
、
将
弔
六
角
殿
（
論
者
註
＝
氏
頼
）、
先
著
江
州
金
剛
寺
、

遂
当
達
于
洛
城
、
蓋
佐
々
木
崇
永
、
字
雪
江
、
世
寿
四
十
五
、
薨
京
之
甲
第
、
闍
維
于
江
州
慈

恩
律
寺
、
雪
江
、
少
年
始
従
軍
南
方
之
師
、
就
芳
庭
覔
先
師
（
論
者
註
＝
夢
窓
疎
石
）
法
語
、

至
今
不
離
身
、
毎
日
炷
香
頂
礼
云
々
、

（
33
）
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、

一
九
六
八
年
）
一
一
一
頁
。
同
史
料
の
翻
刻
を
兼
ね
た
論
考
と
し
て
松
尾
剛
次
「
奈
良
西
大
寺
末

寺
帳
考
―
中
世
の
末
寺
帳
を
中
心
に
―
」（『
三
浦
古
文
化
』
五
一
号
、
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

三
浦
古
文
化
研
究
会
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
同
論
考
で
は
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸

縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
に
い
く
つ
か
翻
刻
ミ
ス
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
訂
正
を
行
っ

て
い
る
。
た
だ
し
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
松
尾
剛
次
氏
の
翻
刻
と
同
一
で
あ
り
問
題
は
な
い
の
で
、

挿図 29 -（1） 桑實寺縁起
絵巻 下巻（部分）

挿図 29 -（2） 仁王（阿形）
立像 滋賀・浄厳院（楼門
所在）
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一
〇
八

『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
に
し
た
が
っ
た
（
以
下
、
同
じ
）。

（
34
）
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
一
〇
四
頁
。

（
35
）
「
佐
々
木
荘
」
に
つ
い
て
は
、若
林
陵
一
「
中
世
後
期
近
江
蒲
生
下
郡
・
上
郡
〈
境
界
地
域
〉
と
佐
々

木
六
角
氏
」（『
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
五
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）
註
33
の
松
尾
剛
次
「
奈
良
西
大
寺
末
寺
帳
考
―
中
世
の
末
寺
帳
を
中
心
に
―
」
参
照
。

（
37
）
註
33
の
松
尾
剛
次
「
奈
良
西
大
寺
末
寺
帳
考
―
中
世
の
末
寺
帳
を
中
心
に
―
」
の
指
摘
に
拠
れ

ば
、
現
状
の
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
の
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』
に
は
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）

の
追
筆
箇
所
が
あ
り
、
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』

に
は
追
筆
箇
所
に
つ
い
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ

の
な
か
に
伊
勢
国
の
「
慈
恩
寺
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
部
は
、
年
紀
は

な
い
も
の
の
奥
書
に
「
奉
行 

尊
光 
高
算
」
と
見
え
る
別
本
の
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』
の
伊
勢

国
の
項
に
も
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・

衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
一
二
三
頁
）。
奉
行
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
高
算
は
『
西
大
寺
代
々
長
老
名
』

か
ら
晩
年
に
当
た
る
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
か
ら
、
八
十
歳
で
没
す
る
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）

ま
で
の
間
、
西
大
寺
第
二
十
九
代
長
老
の
職
に
あ
っ
た
。
生
没
年
（
一
三
九
一
～
一
四
七
一
）
を

勘
案
す
る
と
き
十
五
世
紀
の
前
半
が
そ
の
活
動
期
で
あ
っ
た
。
一
方
、
尊
光
は
『
西
大
寺
光
明
真

言
過
去
帳
』
に
拠
っ
て
み
る
と
、
第
四
代
静
然
（
元
弘
元
年
〈
一
三
三
一
〉
没
）
と
二
十
一
代
叡

空
（
応
永
十
九
年
〈
一
四
一
二
〉
没
）
に
結
縁
し
た
同
一
名
の
僧
侶
の
名
が
知
ら
れ
る
。
高
算
の

活
動
期
（
上
述
）
を
勘
案
す
る
と
、
後
者
の
尊
光
に
比
定
で
き
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
活
動
時
期
は

や
は
り
十
五
世
紀
前
半
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
年
紀
不
明
な
が
ら
両
僧
が
奉
行

と
し
て
名
を
連
ね
た
別
本
の
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』
は
、
お
お
よ
そ
十
五
世
紀
前
半
に
ま
と
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
そ
こ
に
も
伊
勢
国
の
「
慈
恩
寺
」
が
あ
ら
わ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
以
降
、
文
亀
二
年
ま
で
の
間
に
西
大
寺
の
末
寺
に
組
み
込
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
西
大
寺
光
明
真
言
過
去
帳
』
の
三
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
た
「
慈
恩
寺
」
は
、

い
ず
れ
も
佐
々
木
氏
頼
発
願
の
慈
恩
寺
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
38
）
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
八
一
頁
。

（
39
）
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
八
九
、
九
〇
頁
。

（
40
）
註
33
の
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）
―
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
―
』
七
三
頁
。

（
41
）
徳
源
院
本
『
佐
々
木
系
図
』「
氏
頼
」
の
項
（
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、

一
二
一
頁
）。

（
42
）
石
山
寺
文
書
（
貴
函
四
一
号
）
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
六
月
の
「
寺
領
文
書
紛
失
状
案
」（『
近

江
蒲
生
郡
志
』
八
巻
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
に
翻
刻
掲
載
）

に
見
え
る
佐
々
木
氏
支
流
の
馬
淵
義
綱
の
肩
書
に
は
「
当
国
守
護
代
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

肩
書
は
氏
頼
（
当
時
、
十
一
歳
）
が
父
・
時
信
か
ら
近
江
国
守
護
職
を
譲
ら
れ
た
折
の
、
現
場
で

の
執
務
代
行
者
（
陣
代
）
と
し
て
の
「
当
国
守
護
代
」
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
前
年

の
建
武
二
年
七
月
二
十
八
日
付
の
山
中
弁
（
道
俊
）
殿
宛
馬
淵
義
綱
書
状
（
甲
賀
市
水
口 

山
中
氏

文
書
）
に
は
、
守
護
代
の
肩
書
は
見
え
な
い
が
、
馬
淵
義
綱
は
山
中
道
俊
に
よ
る
鈴
鹿
山
な
ら
び

に
横
手
山
に
お
け
る
山
賊
・
三
雲
伊
豫
房
の
捕
縛
に
対
し
て
、
そ
の
功
を
直
接
、
公
方
（
将
軍
家
）

に
注
申
す
べ
き
と
指
示
を
出
し
て
お
り
、『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
で
は
馬
淵
義
綱
の
こ
の
職
務

に
守
護
代
の
役
目
を
認
め
て
い
る
（
八
二
二
頁
）。
と
す
れ
ば
、
佐
々
木
氏
頼
の
守
護
継
職
は
こ

の
頃
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。

（
43
）
『
太
平
記
』
二
九
「
八
重
山
蒲
生
野
合
戦
事
」（『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
十
五
、
二
八
三
頁
）。

（
44
）
大
阪
・
勝
尾
寺
文
書
「
佐
々
木
氏
頼
自
筆
書
状
」
の
な
か
に
見
え
る
「
一
、
金
剛
寺
造
営
事
、

大
略
遂
土
木
功
候
」
の
項
（
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、
一
二
九
頁
）。

（
45
）
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
三
（
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、
一
三
〇
頁
）。

（
46
）
『
寂
室
録
』
下
之
二
、『
翰
林
葫
蘆
集
』
一
（
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
二
十
三
、
四
六

四
～
四
六
五
頁
、
四
六
八
～
四
六
九
頁
）。

（
47
）
註
５
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
二
頁
下
段
、註
29
の
『
近

江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
（
二
七
八
頁
）、『
同
』
巻
七
（
八
三
四
頁
）、
村
上
美
登
志
前
掲
論
文
。

（
48
）
明
確
に
そ
の
こ
と
に
言
及
が
あ
る
の
は
近
世
に
執
筆
さ
れ
た
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
一
に
見
え
る

「
氏
頼
（
中
略
）
為
先
妣
菩
提
剏
寺
塔
、
凡
十
三
所
、
就
中
慈
恩
寺
・
金
剛
寺
・
威
徳
院
、
輪
奐

太
美
也
」
の
よ
う
で
あ
り
（
註
30
の
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十
二
、
一
二
三
頁
）、
御
室

本
「
佐
々
木
系
図
」
の
「
氏
頼
」
の
項
に
記
さ
れ
る
そ
れ
は
（
註
26
の
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
、

二
七
八
頁
）、
こ
の
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
も
し
く
は
そ
の
元
と
な
っ
た
も
の
の
文
章
を
抜
粋
し
た

よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
註
44
で
言
及
し
た
大
阪
・
勝
尾
寺
文
書
「
佐
々
木
氏
頼
自
筆
書
状
」
に

は
「
当
年
者
、
慈
母
七
年
、
国
師
（
論
者
註
＝
夢
想
疎
石
）
御
忌
候
、
随
分
可
為
善
根
之
由
存
候
」

を
明
記
し
て
、「
一
、
金
剛
寺
造
営
事
、
大
略
遂
土
木
功
候
」
の
項
に
、
同
寺
で
の
「
以
三
宝
供
養
、

国
師（
論
者
註
＝
同
前
）
慈
母
報
恩
徳
度
候
」に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
自
筆
書
状
に
拠
る
限
り
、

む
し
ろ
金
剛
寺
が
慈
母
報
恩
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
49
）
註
5
の
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財 

浄
厳
院
楼
門
修
理
工
事
報
告
書
』
二
頁
下
段
。
な
お
、
註

29
の
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
七
で
は
慈
恩
寺
の
宗
派
を
「
氏
頼
は
夢
窓
国
師
に
参
禅
し
て
入
道
せ

し
人
な
れ
ば
当
寺
も
必
ず
臨
済
の
禅
刹
な
る
べ
し
」（
八
三
五
頁
）
と
述
べ
て
、
臨
済
宗
寺
院
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
誤
認
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
50
）
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
〇
、
三
九
二
～
三
九
三
頁
。

（
51
）
な
お
、
註
29
の
村
上
美
登
志
「
太
山
寺
本
『
曽
我
物
語
』〈
今
の
慈
恩
寺
是
な
り
〉
攷
―
仮
名

本
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
は
、
繖
山
東
麓
の
清
水
鼻
（
東
近
江
市
五
個
荘
町
）
の
慈
恩
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一
〇
九

寺
本
尊
・
十
一
面
観
音
立
像
（
像
高
一
七
一
・
二
㎝
、
十
二
世
紀
、
重
要
文
化
財
）
に
つ
い
て
、
佐
々

木
氏
頼
発
願
の
慈
恩
寺
の
旧
本
尊
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
も
と
よ
り
伝
承
の
域

を
出
な
い
。
同
論
文
で
は
氏
頼
発
願
の
慈
恩
寺
を
天
台
寺
院
と
考
え
、
そ
の
建
立
年
代
を
母
の
菩

提
の
た
め
と
考
え
て
、
興
国
六
年
・
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
か
ら
正
平
六
年
（
一
三
五
一
）
六

月
二
十
五
日
の
間
と
推
定
し
て
い
る
。

（
52
）
十
大
弟
子
立
像
は
各
像
と
も
に
銘
文
等
は
な
く
作
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
十
大
弟
子
立
像
が
付
随
す
る
釈
迦
如
来
立
像
の
体
部
内
刳
り
面
に
は
院
保
を
中
心
と
し
て
観

尊
、
審
守
、
観
信
、
善
智
、
見カ

信
、
定
守
、
院
興
、
有
禅
、
院
照
、
院
蔵
、
快
實
、
観
保
、
定
審
、

院
聖
、
慶
賢
、
院
吉
、
院
寿
と
い
う
仏
師
と
思
わ
れ
る
名
前
が
多
数
記
さ
れ
て
お
り
、
か
れ
ら
が

十
大
弟
子
像
の
造
像
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
清
水
眞
澄
「
院
派
仏
師
の
作
例
と
活
動
」『
中

世
の
世
界
に
誘
う 

仏
像 

院
派
仏
師
の
系
譜
と
造
像
』
特
別
展
図
録
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
一

九
九
五
年
、
九
五
頁
）。

（
53
）
こ
の
ほ
か
京
都
・
泉
涌
寺
（
北
京
律
）
の
末
寺
造
像
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
院
派
仏
師
の
手
に

な
る
作
例
と
し
て
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
銘
の
神
奈
川
・
覚
園
寺
阿
閦
如
来
坐
像
（
院
興
作
、

前
掲
挿
図
17
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
像
は
も
と
覚
園
寺
の
隣
地
に
所
在
し
た
律
院
・

大
楽
寺
の
旧
仏
で
あ
っ
た
が
（
清
水
眞
澄
「
仏
師
院
吉
、
院
広
の
事
蹟
と
そ
の
作
例
」、
同
「
東

国
に
お
け
る
院
派
仏
師
の
動
向
」『
中
世
彫
刻
史
の
研
究
』
有
隣
堂
、
一
九
八
八
年
、
七
八
頁
、

一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）、
大
楽
寺
が
の
ち
に
覚
園
寺
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
や
は
り
北

京
律
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
大
楽
寺
の
起
立
に
つ
い
て

は
西
谷
功
氏
が
『
南
宋
・
鎌
倉
仏
教
文
化
史
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
（
二
八
一
〜
二
八
四
頁
）
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
54
）
金
澤
貞
顕
の
行
実
、
こ
と
に
六
波
羅
探
題
南
方
時
代
に
つ
い
て
は
永
井
晋
『
金
沢
貞
顕
（
人
物

叢
書
）』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
（
二
七
〜
六
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
55
）
註
52
の
清
水
眞
澄
「
院
派
仏
師
の
作
例
と
活
動
」（『
中
世
の
世
界
に
誘
う 

仏
像 

院
派
仏
師
の

系
譜
と
造
像
』
九
三
～
九
五
頁
）、
註
53
の
同
「
仏
師
院
吉
、
院
広
の
事
蹟
と
そ
の
作
例
」、
同
「
東

国
に
お
け
る
院
派
仏
師
の
動
向
」（『
中
世
彫
刻
史
の
研
究
』
七
七
頁
、
一
〇
六
頁
）。

（
56
）
こ
の
こ
と
は
、
山
本
勉
「
仏
師
円
覚
の
二
作
例
を
め
ぐ
っ
て
」（『
三
浦
古
文
化
』
四
三
号
、
京

浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
三
浦
古
文
化
研
究
会
、一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
指
摘
が
あ
っ
て
以
来
、『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成 

鎌
倉
時
代 

造
像
銘
記
篇
』
第
一
三
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

一
七
年
）
の
「
称
名
寺
弥
勒
菩
薩
像
」
の
「
備
考
」（
執
筆 

瀬
谷
貴
之
、
一
三
二
頁
）
で
述
べ
ら

れ
る
よ
う
、
今
日
で
は
有
力
な
見
方
と
な
っ
て
い
る
。

（
57
）
論
者
は
称
名
寺
に
伝
来
し
た
白
檀
製
阿
弥
陀
三
尊
迎
接
像
を
手
が
け
た
仏
師
、
な
ら
び
に
、
称

名
寺
開
山
・
審
海
が
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
に
宝
樹
院
（
旧
常
福
寺
本
尊
）
阿
弥
陀
三
尊
像
の

修
理
に
登
用
し
た
「
大
仏
師
土
佐
公
円
慶
」
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
善
派
仏
師
を
推
定
し
て
い
る

（
津
田
徹
英
「
称
名
寺
蔵
白
檀
製
阿
弥
陀
三
尊
迎
接
像
を
め
ぐ
っ
て
（
上
・
下
）」『
金
沢
文
庫
研
究
』

二
九
〇
・
二
九
一
号
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
同
「
称
名
寺
本
尊
弥
勒
菩
薩
立

像
の
風
景
」『
称
名
寺
本
尊 

弥
勒
菩
薩
立
像

特
別
展
―
称
名
寺
の
秘
仏
公
開
―
』
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
、
一
九
九
八
年
）。

（
58
）
十
四
世
紀
に
お
け
る
律
院
と
院
派
仏
師
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
註
53
の
清
水
眞
澄

「
仏
師
院
吉
、
院
広
の
事
蹟
と
そ
の
作
例
」
の
な
か
で
言
及
が
あ
る
（『
中
世
彫
刻
史
の
研
究
』
七

八
～
七
九
頁
）。

（
59
）
西
大
寺
律
は
も
と
よ
り
唐
招
提
寺
律
を
含
め
た
南
都
律
院
お
よ
び
そ
の
末
寺
に
お
い
て
清
凉
寺

式
の
釈
迦
如
来
立
像
が
受
容
を
み
た
契
機
に
つ
い
て
は
、
津
田
徹
英
「
善
光
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
と

清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
の
模
刻
造
像
の
時
機
―
そ
の
世
界
観
「
三
国
伝
来
」
へ
の
ま
な
ざ
し
―
」

（『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』
阿
部
泰
郎
編
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
四
～
三
一
六
頁
）

に
お
い
て
、
受
容
す
る
側
の
意
識
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

【
図
版
な
ら
び
に
挿
図
出
典
】

図
版
五
〜
九
、
挿
図
1
、
2
、
3
、
7
︲

（1）
、
8
、
9
、
11-

（2）
、
12
︲

（2）
、
16
、
23
︲

（2）
、
27
、
29
︲

（2）
は
寿
福
滋
氏
撮
影
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
提
供

挿
図
4
、
5
、
6
、
7
︲
(2)
、
12
︲
(1)
、
13
、
14
、
15
、
19
、
20
、
21
、
22
、
23
︲

（3）
、
24
、
25
、
28
︲

（1）
は
筆
者
の
撮
影
な
ら
び
に
作
図

挿
図
26
、
29
︲

（1）
は
遠
山
元
浩
氏
撮
影
、
提
供

挿
図
28
︲

（2）
は
寺
島
典
人
氏
撮
影
、
提
供

挿
図
10
、
11
︲

（1）
、
23
︲

（1）
は
奥
健
夫
『
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
日
本
の
美
術
五
一
三
号
）』（
至
文
堂
、

二
〇
〇
九
年
）
よ
り
複
写

挿
図
17
は
『
神
奈
川
県
文
化
財
大
観
』
彫
刻
篇
（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
）
よ
り
複
写

挿
図
18
は
山
本
勉
『
南
北
朝
時
代
の
彫
刻
―
唐
様
の
仏
像
と
伝
統
の
残
照
―
（
日
本
の
美
術
四
九
三
号
）』

（
至
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
よ
り
複
写

〔
付
記
〕

小
稿
は
二
〇
一
六
～
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
A
）「
仏
像
の
表
象
機
能

に
関
わ
る
総
合
的
調
査
研
究
―
空
間
・
荘
厳
・
胎
内
に
着
目
し
て
（
課
題
番
号16H

01913

）」（
研
究
代

表
者 

有
賀
祥
隆
東
北
大
学
名
誉
教
授
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
像
調
査
に
あ
た
っ
て
は
浄
厳
院
ご

住
職
勝
山
俊
和
師
な
ら
び
に
奥
様
の
ご
高
配
を
得
た
。小
稿
で
使
用
し
た
浄
厳
院
釈
迦
如
来
立
像
の
図
版
・

挿
図
の
う
ち
、
修
理
・
解
体
時
に
筆
者
が
撮
影
し
た
部
分
写
真
を
除
く
多
く
は
調
査
時
に
お
け
る
寿
福
滋
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一
一
〇

氏
の
撮
影
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
の
熟
覧
に
際
し

て
は
、
同
館
主
任
研
究
員 

皿
井
舞
氏
に
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
協
力
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深

甚
の
謝
意
を
あ
ら
わ
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
つ
だ
て
つ
え
い
・
青
山
学
院
大
学
教
授
）

      




